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　1948 年に創設された国立国語研究所は，独立行政法人整備合理化計画により，第 1 期中期目標・
中期計画期間の最終年度途中（2009 年 10 月 1 日）に大学共同利用機関法人人間文化研究機構の一員
として再発足しました。それから 6 年半を経て，第 2 期中期目標・中期計画期間を無事乗り切ること





という名詞を用いていますが，大学共同利用機関になったときに英語名称を National Institute for 
Japanese Language and Linguistics（すなわち，日本語と言語学の国立研究所）と改めました。「国語」













これら 3 本柱を中心として，2015 年度における共同利用・共同研究の多様な成果をご報告いたします。
大学研究者，一般社会，学術行政，産業界等，多方面のみなさまにこの年報をご覧いただき，本研究
所への幅広いご支援をお願いする次第です。















方面の要望を受けて「国立国語研究所設置法」が 1948 年 12 月 20 日に公布施行され，国家的な国語
研究機関である国立国語研究所の設置が実現したのである。その後，明治時代から大正，昭和初期に
かけての日本語の混乱（漢字の激増や，文語と口語の違いなど）を収拾し日本語の安定化に資すると









ては研究所の英語名称に “linguistics”（言語学）という言葉を加え，National Institute for Japanese 























































































 任期：2015 年 10 月 1 日～ 2017 年 9 月 30 日（2 年間）
（内部委員）
木部　暢子　　副所長 / 時空間変異研究系長 / 教授
窪薗　晴夫　　理論・構造研究系長 / 教授
迫田久美子　　日本語教育研究・情報センター教授（～ 2016 年 3 月 31 日）
ティモシー・バンス　　理論・構造研究系教授 / 研究情報資料センター長
野田　尚史　　日本語教育研究・情報センター長 / 教授（2015 年 4 月 1 日～）
プラシャント・パルデシ　　言語対照研究系長 / 教授
前川喜久雄　　副所長 / 言語資源研究系長 / 教授 / コーパス開発センター長
 任期：2013 年 10 月 1 日～ 2015 年 9 月 30 日（2 年間）



































































































































































































































・ 国語研の事業として実施するドイツ・De Gruyter Mouton 社の Handbooks of Japanese Language 
and Linguistics シリーズの一巻として，共同研究メンバーを主要な執筆者とする Taro Kageyama 
and Hideki Kishimoto (eds.) Handbook of Japanese Lexicon and Word Formation を企画し，同




① 日本語語彙論に関する世界初の包括的論文集として，Taro Kageyama and Hideki Kishimoto (eds.) 
Handbook of Japanese Lexicon and Word Formation（全 19 章，706 頁）を 2016 年 1 月に De 
Gruyter Mouton 社から出版した。
②  NINJAL 国際シンポジウム（2012）の成果をまとめた論文集として，Taro Kageyama and 
Wesley M. Jacobsen (eds.) Transitivity and Valency Alternations: Studies on Japanese and 
Beyond（496 頁）を執筆・編集し，校正を終えた。De Gruyter Mouton 社から 2016 年 7 月に刊
行予定。
③  NINJAL 国際シンポジウム（2013）の成果をまとめた論文集 （Taro Kageyama, Peter Hook, 
and Prashant Pardeshi (eds.) Verb-Verb Complex in Asian Languages）の出版契約を Oxford 
University Press と結び，執筆・編集を進めた。
④ 世界諸言語の動詞結合価に関するマックスプランク進化人類学研究所との連携研究の成果とし
て，論文 Hideki Kishimoto, Taro Kageyama, and Kan Sakai “Valency classes in Japanese” を
18 Ⅱ 共同研究と共同利用
Andrej Malchukov and Bernard Comrie (eds.) Valency Classes in the World’s Languages, Vol. 1, 
pp.765‒805 (Berlin: De Gruyter Mouton, 2015.9.) で刊行した。
⑤ 若手研究者育成のため，影山太郎（編）『レキシコンフォーラム No. 7』において共同研究者の執













































・ 促音に関する国際ワークショップ GemCon2015（2015 年 8 月 12 日，イギリス・グラスゴー）を
世界最大の音声学国際会議（ICPhS2015) のサテライトワークショップとして企画した（参加者
18 か国，76 名；発表者 11 か国，23 名）。




・ アクセント関係の英文論文集Tonal Change and Neutralization (De gruyter Mouton) の編集を進め，
合計 13 編の論文について再査読と英文校閲を行った（2016 年前半に入稿，2017 年度初頭に 
刊行の予定）。
・ 促音関係の英文論文集The Phonetics and Phonology of Geminate Consonants (Oxford University 
Press) の編集を進め，合計 14 編の論文について再査読と英文校閲を行った（2016 年 4 月に入稿，
2017 年 2 月に刊行予定）。
・ 2014年に招致した実験音韻論国際会議（LabPhon14）の成果を集めた論文集としてLaboratory Phonology 
特集号（Special issue: Corpus-based approaches to the phonological analysis of speech, Guest editors: 





































・ リーダーやプロジェクト共同研究員が執筆した，連濁に関する査読付き論文 4 本が 2015 年度に
出版された。
・ リーダーやプロジェクト共同研究員が，連濁に関する口頭発表 2 件およびポスター発表 1 件を
2015 年度に行った。
・ ボルドー大学で開催されたフランス音韻論ネットワーク（French Phonology Network）の第 13















































































































































（1 ）「SP 盤貴重音源資料（音声＋文字化テキスト）」をプロジェクト内で共有し，通算で第 6 回
目の研究会を開催（2015 年 5 月 16 日）した結果，論文集への執筆予定者 12 名全員の研究発
表が完了した。
（2 ）成果物として，相澤正夫・金澤裕之（編）『SP 盤演説レコードがひらく日本語研究』（全 13 章，
299 頁）を，笠間書院から 2016 年 3 月に刊行した。
（3 ）今後の経年調査を見据えた「言語変化の先端現象」を捉える調査 2 件（①全国方言意識
Web 調査，②北海道富良野市・函館市面接調査）を委託により実施し，公開共同研究発表会（2016
年 1 月 24 日）で中間報告をした。
　関連して，次の（4）（5）（6）に示すような成果の発信も積極的に行った。
（4 ）「SP 盤貴重音源」の文字化テキストに基づき，金澤裕之・相澤正夫（編）『大正・昭和戦前期 政治・
実業・文化 演説・講演集 ―SP 盤レコード文字化資料―』（全 452 頁）を，日外アソシエーツ
から 2015 年 4 月に刊行し，2015 年 5 月末付けで日本図書館協会の選定図書に選ばれた。
（5 ）「SP 盤貴重音源」の文字化テキストに基づき，金澤裕之・田中牧郎・相澤正夫（編）『アカデミッ
クリソースシリーズ貴重音源コレクション岡田コレクションⅠ』（全 545 頁）を，想隆社から
2015 年 6 月にオンデマンド版として刊行した。
（6 ）「SP 盤貴重音源」の文字化テキストに基づき，「想隆社アカデミックリソースシリーズ貴重
音源コレクション岡田コレクションⅠ」（全 165 作品，18.5 時間分の SP レコードデジタル音源
＋文字化テキスト）を，想隆社から 2015 年 5 月に Web 配信（有料）を開始した。

































・全国 554 地点の調査結果をデータベース化し，Web で広く公開した。
・ 2015 年 6 月 7 日，言語地理学フォーラム「方言の形成過程解明のための全国方言調査」公開研
究発表会を開催した。


















































・2015 年 11 月，「大規模経年調査資料集」の公開
・2016 年 2 月，「岡崎敬語調査のデータベース」の公開


























・2015 年 6 月 6 日～ 7 日，プロジェクト研究発表会を開催した。
・2015 年 12 月 19 日～ 20 日，プロジェクト研究発表会を開催した。
































































・ 朝倉書店から刊行を続けている「講座日本語コーパス」は，2015 年 12 月に第 4 巻『コーパスと
国語教育』，2016 年 3 月に第 5 巻『コーパスと日本語教育』を刊行し，8 巻中 6 巻まで刊行した。
・ 『中納言』の検索技術に関する入門書（4 名共著）5 章中 4 章まで原稿を執筆した。





























・ 日本語歴史コーパス鎌倉時代編Ⅰ説話・随筆，明治・大正時代編Ⅰ雑誌コアデータを 2016 年 3
月に公開。
・ 本プロジェクト成果をまとめた論文集である近藤泰弘・田中牧郎・小木曽智信（編）『コーパス
と日本語史研究』を編集し，2015 年 10 月にひつじ書房により刊行した。

































共同研究発表会（アイヌ語班の場合には 2 回），3 つの国際ワークショップ・シンポジウムと，言
語対照研究系の合同研究発表会を行う。そのほか，「形態・統語論班」「音韻再建班」「アイヌ語班」
のメンバーはそれぞれ主に下記の 4 点の海外出版企画で研究成果を公表する。
・ Nominalizations as a Source of Main Clause Grammar（John Benjamins 社に提出する予定）形態・
統語論班のメンバー
・ Handbook of Japanese Historical Linguistics（Mouton 社と契約済）　形態・統語論班，音韻再建
班のメンバー
・ 雑誌Korean Linguistics（Brill 社）の特集号　音韻再建班のメンバー
・ Handbook of the Ainu Language（Mouton 社に提出する予定）　アイヌ語班のメンバー
《2015 年度の主要な成果》
・ 2015 年 6 月 13 日～ 14 日，アイヌ語班が共同研究発表会を開催した。
・ 2015 年 12 月 5 日～ 6 日，アイヌ語班が共同研究発表会を開催した。
・ 2015 年 8 月 20 日，国際シンポジウム “Northeast Asia and the North Paciﬁc as a Linguistic 
Area” を開催した。
・ 2015 年 9 月 5 日～ 6 日，国際ワークショップ「比較的観点から見た係り結び」を開催した。
・ 2016 年 3 月 23 日，『アイヌ語口承文芸コーパス ―音声・グロス付き―』を公開した。


































・ 国際会議 1 件，国際ワークショップ 1 件，研究成果発表会 2 件を開催した。
・ 研究成果の刊行（単著 1 冊，編著書 1 冊，辞書 1 冊）を行った。
・ 電子成果（言語地図，動詞ハンドブック，自他動詞一覧）を Web サイトで公開した。
〈著書・編著〉
・ Prashant Pardeshi（著）A Functional Account of Marathi’s Voice Phenomenon: Passives and 
Causatives in Marathi (Leiden/Boston: Brill, 2016) を出版した。
・ プラシャント・パルデシ，桐生和幸，ハイコ・ナロック（編著）『有対動詞の通言語的研究 ―日
本語と諸言語の対照から見えてくるもの』（くろしお出版，2015）を出版した。
・ Prashnt Pardeshi, Kazuyuki Kiryu, Hari Damle, Meena Ashizawa（編著）『日本語・マラーティ
語基本動詞辞典』（Pune, India: Rajhans Prakashan, 2015）を出版した。
〈データベース類〉
・ 2015 年 4 月，「有対自他動詞の地理理型論的なデータベース（WATP）」に 12 言語のデータを追
加した。






































（1 ）異なる 12 言語の母語話者の発話・作文データを収録した日本語学習者コーパス（I-JAS）の公
開準備を整えた（2016 年 5 月公開予定）。
（2 ）2015 年 9 月，時空間言語変異研究系の共同研究プロジェクトとともに，NINJAL コーパス合
同シンポジウム「「正しい日本語」ってなに？ ―コーパスに見る日本語のバリエーション―」を
主宰し，第一言語習得研究者 宮田 Susanne 氏を迎え，方言コーパス，歴史コーパス，現代日本
語話し言葉コーパスの研究者とともに，学習者コーパスにおける「正用と誤用」について発表し
た。参加者は約 100 名であった。










































・ プリンストン日本語教育シンポジウム（2015 年 5 月 10 日，プリンストン大学）で発表し，The 
22st Princeton Japanese Pedagogy Forum Proceedings（2015 年 11 月発行）に論文を発表した。
・ ヨーロッパ日本語教育シンポジウム（2015 年 8 月 28 日，ボルドーモンテーニュ大学）で発表した。
その内容は，『ヨーロッパ日本語教育』（2016 年 6 月発行予定）に論文として掲載される予定。
・ インド・プネー市日本語教育開始 50 周年記念セミナー “The Japanese Language and Cultural 
Studies in Pune from 1965 to 2015: Past, Present and Future”（2015年 12月 19日，インド・プネー
市）の講演でプロジェクトの研究成果を発表した。
・ 国際シンポジウム「グローバル化時代に求められる日本語教育・日本学研究」（2015 年 12 月 26 日，
中国・暨南大学）の基調講演でプロジェクトの研究成果を発表した。
・ 国際シンポジウム「日本語教育学の理論と実践をつなぐ」（2016 年 3 月 26 日，中国・北京，高
等教育出版社）の基調講演でプロジェクトの研究成果を発表した。











































































































































































































































































































































○第 6 巻第 1 号
〈プロジェクト紹介〉
　浅原正幸










































　　Masayoshi Shibatani and Taro Kageyama (Series editors)
　　HANDBOOKS OF JAPANESE LANGUAGE AND LINGUISTICS Series, pp.47‒49.
　下地理則
　　Patrich Heinrich, Shinsho Miyara, and Michinori Shimoji (editors)
　　Handbooks of Japanese Language and Linguistics 11
　　Handbook of the Ryukyuan Languages: History, Structure, and Use, pp.50‒51.
　窪薗晴夫
　　Haruo Kubozono (editor)
　　Handbooks of Japanese Language and Linguistics 2
　　Handbook of Japanese Phonetics and Phonology, pp.52‒53.
　中山峰治
　　Mineharu Nakayama (editor)
　　Handbooks of Japanese Language and Linguistics 9




















































各年度に 2 回（7 月と 1 月），オンラインと冊子体の両形態で発刊している。































○第 10 号（2016 年 1 月）
Chien Yuehchen

















































　 国立国語研究所で開発された Web アプリケーションで，初心者でも簡単に BCCWJ 内の文字列
を検索することができる。
・NINJAL-LWP for BCCWJ（NLB）
　BCCWJ を検索するために，国語研と Lago 言語研究所が共同開発したオンライン検索システム。



















　 木村きみさん（1900‒1988，沙流川上流域のペナコリ出身）がアイヌ語で語った物語 10 編（ウエペ




























































各種の UniDic を使って形態素解析を行うためのツール。形態素解析に必要な一連の作業を Web
上でわかりやすいインターフェイスによって行うことができる。
・（方言研究の部屋）データとプログラム











Web 上で 19 万件以上のデータから文献を検索することが可能。
・国立国語研究所蔵書目録データベース
国立国語研究所研究図書室の所蔵する図書約 15 万冊と雑誌約 5,800 タイトルの目録・所蔵情報が
検索できるデータベース。貴重書や視聴覚資料，特殊文庫の目録・所蔵情報も掲載している。
・ことばに関する新聞記事見出しデータベース













よう CSV 形式になっており，レコード総数は 101,070 件。
・現代雑誌 200 万字言語調査語彙表
2001 年から 2004 年にかけて行われた「現代雑誌の語彙調査 ―1994 年発行 70 誌―」の調査結果の
語彙表。
・「学校の中の敬語」アンケート調査データ























○Grammaticalization in Japanese and Across Languages（文法化：日本語研究と類型論的研究）
2015 年7 月3 日～5 日（国立国語研究所）
7 月3 日
Opening remarks




















　Ryoko Suzuki (Keio U) and Tsuyoshi Ono (Alberta U)
　　   “The use of frequent verbs as reactive tokens in Japanese everyday talk: Formulaicity, 
ﬂorescence, and grammaticization”
Cross-linguistic session
　Umberto Ansaldo (Hongkong U)
　　  “Grammaticalization in Southeast Asia”
　Kazuyuki Kiryu (Mimasaka U)
　　  “Grammaticalization of nominalizer constructions in Tibeto-Burman languages”
　Peter Hook (Universities of Virginia and Michigan) and Prashant Pardeshi (NINJAL)
　　  “Grammaticalization in South Asia? Weighing areal, genetic, and typological factors”










　Kaoru Horie (Nagoya U)





　Masayoshi Shibatani (Rice U/NINJAL)
　　  “ Benefactive constructions in Western Austronesian Languages”
　Marian Klamer (U Leiden)
　　   “Genetic and areal motivations in grammaticalization: The Papuan languages of Timor-Alor-
Pantar”
　Ilana Mushin (U Queensland)
　　   “Grammaticalization and typology in Australian Aboriginal Languages: Word order and the 
grammaticalization of second position clitic complexes.”
　Mohssen Esseesy (U Washington)
　　  “Typology of semitic grammaticalization”
　Bernd Heine (U Koln; emeritus)
　　  “Some major pathways of grammaticalization”
7 月 5 日
　Ōsten Dahl (Stockholm U; emeritus)
　　  “Grammaricalization in the languages of Europe”
　John McWhorter (Columbia U)
　　  “Is grammaricalization in Creoles interesting?”
　Roberto Zariquiey (La Pontiﬁcia U Católica del Perú)
　　  “Diachronic stories of body-part nouns in some language families of South America”
　Marianne Mithum (UC Santa Barbara)
　　  “Grammaticalization and typology in North America”
○「現場を支える日本語教育研究 ―学ぶ・教える・評価する―」
2016 年1 月23 日（国立国語研究所）
　基調講演1
　　Pasty M. Lightbown (Concordia University)
　　　  “How language are learned: What can teachers learn from the research?”
　ポスターセッション
　小西 円，須賀和香子，迫田久美子（国立国語研究所）
　　「日本語学習者コーパス I-JAS におけるタグの分析 ―タグ G とタグ X の表すもの―」
　佐々木藍子，細井陽子，迫田久美子（国立国語研究所）
































　　 「教室指導は習得にどんな影響を与えるか ―混合環境（自然習得環境 + 教室習得環境）の第
二言語習得研究―」
　曺 英南（高麗大学校）


























○Geminate Consonants Across the World (GemCon2015)（促音・重子音に関する国際ワークショップ）
2015 年 8 月 12 日（The Scottish Exhibition and Conference Centre）
Oral session 1
　Shigeto Kawahara (Keio University)
　　  “The phonetics of geminates: an overview”
　Olga Dmitrieva (Purdue University)
　　  “The role of context sonority in the typology and perceptibility of geminate consonants”
　Yukari Hirata (Colgate University) and Izumi Takiguchi (Bunkyo Gakuin University/NINJAL)
　　   “Production of Japanese geminates by native English speakers: Durational accuracy and 
native speaker evaluation”
Oral session 2
　Rachid Ridouane (CNRS/Sorbonne Nouvelle)
　　  “ The phonetics and phonology of word-initial geminates”
　 Aditi Lahiri (University of Oxford), Sandra Kotzor (University of Oxford), Adam Roberts 
(University of Oxford), and Allison Wetterlin (University of Oxford/University of Agder)
　　  “Bengali geminates in the mental lecxicon”
Poster session
　Manami Hirayama (Ritsumeikan University)
　　   “Complete and incomplete neutralization between underlying and derived geminates in 
Japanese: Evidence from three germination processes”
　Ghada Khattab (Newcastle University) and Jalal AI-Tamimi (Newcastle University)
　　   “Spectral properties of vowels preceding singleton and geminate consonants in Lebanese 
Arabic”
　 Albert Lee (University College London) and Peggy Mok (The Chinese University of Hong 
Kong)
　　  “ Japanese consonant quantity contrasts by Hong Kong L2 learners: Preliminary results”
　 Lara Ehrenhofer (University of Maryland), Adam C. Roberts (Nanyang Technical University), 
Allison Wetterlin (University of Oxford/University of Agder), Sandra Kotzor (University of 
Oxford), and Aditi Lahiri (University of Oxford)
　　  “ Asymmetric processing of consonant duration in Swiss German”
　Alexei Kochetov (University of Toronto)
　　  “ Length in Kannada alveolar and retroﬂex laterals: A preliminary acoustic study”
　Maho Morimoto (University of California, Santa Cruz)
　　  “ Degemination in Japanese loanwords from Italian”
　Hyunsoon Kim (Hongik University)
50 Ⅱ 共同研究と共同利用
　　   “Korean speakers’ perception of Japanese geminates: Evidence for the role of L1 grammar 
in loanword adaptation”
　 Elinor Payne (University of Oxford), Brechtje Post (University of Cambridge), Hanne Gram 
Simonsen (Oslo & Akershus University College of Applied Sciences), and Nina Gram Garmann 
(University of Oslo)
　　   “The acquisition of long consonants in Norweigan”
　Giuseppina Turco (University of Stuttgart) and Bettina Braun (University of Konstanz)
　　   “Long-distance eﬀects caused by length contrast”
　Masako Fujimoto (Waseda University) and Shigeko Shinohara (Sophia University)
　　   “Articulation of voiced geminate and word-initial geminate obstruents in the Miyakojima 
Ikema dialect of Ryukyuan: A Real-time MRI analysis”
　 Qandeel Hussain (Macquarie University) and Hassan Mustafa (Al-Mustafa Institute of 
Management and Sciences)
　　  “ Do Punjabi geminates show loooooong-distance anticipatory eﬀects?”
　Shinichi Tanaka (Kobe University)
　　  “ The adaptation of Italian geminates and vowels in Japanese: its relation to the perception”
　Rosey Billington (University of Melbourne)
　　  “ Geminate glides in Eastern Nilotic: Evidence from Lopit”
　Gertjan Postma (Meertens Institute) and Etske Ooijevaar (Meertens Institute)
　　  “ Geminate onsets in Dutch interjections ‒ VOT normalization and the germination factor”
　Toshiko Isei-Jaakkola (Chubu University/University of Helsinki)
　　   “JL1’s identification of quantity in Finnish disyllabic meaningful words in different word 
structures”
　Maida Percival
　　  “ The acoustics of geminates in Eastern Oromo”
　Hanna Rush (University of Zurich)
　　  “ Re-emergence of sonorant geminates in Zurich and Grison German”
　 Toshio Matuura (Hokusei Gakuen University) and Michinao Matsui (Osaka Health Science 
University)
　　   “Where lexical distribution meets phonetic realization: Closure voicing of voiced obstruent 
geminates in two Amakusa Japanese dialects”
○ International Conference: Northeast Asia and the North Paciﬁc as a Linguistic Area
2015 年 8 月 20 日～ 21 日（北海道大学）
8 月 20 日
Session 1
　Iku Nagasaki (NINJAL)
　　  “ Ergativity in Kolyma Yukaghir nominalizations”
　Yukari Nagayama (Hokkaido University)
　　  “ Argument nominalization Alutor”
　 Itsuji Tangiku (Center for Ainu & Indigenous Studies, Hokkaido University) and Takayuki 
Hashimoto (Center for Ainu & Indigenous Studies, Hokkaido University)
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　　  “ On the possibility of community based dispersive Ainu language archives network”
Session 2
　Tomomi Satō (Hokkaido University)
　　  “ Noun incorporation and the problem of accent assignment in Ainu”
　Anna Bugaeva (NINJAL)
　　  “ The age of polysynthesis in Ainu”
　Ekaterina Gruzdeva (University of Helsinki)
　　  “ On the special features of the Shimdt peninsula dialect of Nivkh”
Session 3
　Hidetoshi Shiraishi (Sapporo Gakuin University) and Bert Botma (Leiden University)
　　  “ Stress-dependent height harmony in Nivkh”
8 月 21 日
Session 4
　Shinjiro Kazama (Tokyo University of Foreign Studies)
　　  “ On the Silverstein’s hierlarchy frim the viewpoint of linguistic area and linguistic typology”
　Sangyub Baek (Hokkaido University)
　　  “ Third person markings on the ﬁnite indicative forms in Tungusic”
　Andrew Joseph
　　  “ Manchu dialect diversity and its implications for Tungusic reconstruction”
Session 5
　Osahito Miyaoka (Kyoto University Emeritus)
　　  “ Suﬃxes vs. Enclitics in Japanese Grammar, with a time-honoured scriptura continua”
　John Whitman (NINJAL/Cornell University) and Yohei Ono
　　   “A preliminary list of features for a typological databases of Northeast Asian (and North 
Paciﬁc) languages”
　Alfred F. Majewicz (Adam Mickiewicz University)
　　  “ Looking anew at data old and long established”
○  International Workshop: Kakarimusubi from a Comparative Perspective（「比較的観点から見た
係り結び」）
2015 年 9 月 5 日～ 6 日（国立国語研究所）
9 月 5 日
Session 1
　John Whitman (NINJAL/Cornell University)
　　   “Kakarimusubi from a comparative perspective: A crosslinguistic survey of focus scope 
concord constructions”
　Hideki Kishimoto (Kobe U)
　　   “Sinhala focus constructions from a discourse-syntactic perspective”
　Michinori Shimoji (Kyusyu University)
　　  “ Kakarimusubi in the Irabu dialect of Ryukyuan”
Session 2
　Rumiko Shinzato-Simonds (Georgia Institute of Technology)
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　　  “ (Old) Okinawan and Old Japanese KM in functional and diachronic perspective: Part Ⅰ ”
　Leon Seraﬁm (University of Hawaii ret.)
　　  “ (Old) Okinawan and Old Japanese KM in functional and diachronic perspective: Part Ⅱ ”
　Tomohide Kinuhata (Fukuoka University)
　　  “ Kakarimusubi as a device to determine the sentence type”
Session 3
　Takashi Katsumata (Fukuoka University of Education)
　　   “On the position of the Old Japanese kakari particle so and the focus expressed by the 
clause（上代における係助詞ソの出現位置と文の焦点について）”
　Edith Aldridge (University of Washington)
　　   “Two focus constructions in Old Japanese kakari-musubi”
　Yoshiyuki Takayama (Fukui University)
　　  “ Kakarimusubi and modality”
9 月 6 日
Session 4
　Satoshi Kinsui (Osaka University)
　　   “On kakari-musubi and focus in interrogative sentences in Old Japanese（上代日本語の疑問
文の係り結びと焦点について）”
　Iku Nagasaki (NINJAL)
　　  “ The structural properties of Kolyma Yukaghir’s kakarimusubi-like construction”
　Honoré Watanabe (Tokyo University of Foreign Studies, ILCAA)
　　  “ Focus cinstructions in Sliammon”
Session 5
　Christopher Davis (University of the Ryukyus)
　　  “ Focus, mood, and interrogatives in Yaeyaman”
　Taiki Yoshimura (Ankara University)
　　  “ Focussing and morpho-syntactic characteristics of Turkish predicates”
Session 6
　Tomohiro Miyake (Tsurumi University)
　　   “Kakarimusubi and wh-interrogative sentences in Modern Japanese（現代日本語の不定語疑
問文と「係り結び」）”
　Charles Quinn (Ohio State University)
　　  “ Why izenkei in koso-focused kakari-musubi? ‒some considerations”
○ International Conference on Phonetics and Phonology 2015
2015 年 9 月 25 日～ 27 日（慶應義塾大学）
9 月 25 日
Keynote lecture
　Andries Coetzee (University of Michigan)




　Kaoru Tomita (Yamagata University)
　　  “Visualization of vowel spaces in language learning”
　Richard Gananathan (The Chinese University of Hong Kong)
　　  “The productivity of postnasal voicing in Japanese”
　Guan-Nan Jiang (National Chung Cheng University)
　　  “Learning biases and weight-sensitive stress”
　Shuangshuang Hu (Utrecht University)
　　  “Online processing of lecical pitch-accent by Korean learners of Japanese”
　Gabor Pinter (Kobe University) and Hiroki Watanabe (Kobe University)
　　   “Perceptual model evaluation using non-categorical data: A case study with Japanese 
sibiliants”
Group B
　Takashi Otake (E-Listening Laboratory)
　　  “ Can Japanese preschoolers recognize embedded words?”
　Hijo Kang (Chosun University) and Mira Oh (Chonnam National University)
　　  “ Laryngeal coocurrence restriction in Korean”
　Tsung-Ying Chen (National Chung Chung University)
　　  “ Probabillistic selection of input in diachronic Mandarin tone 3 reduction”
　Michinao Matsui (Osaka Health Science University)
　　   “On the eﬀect of the fricative vowels in the adaptation of English voiceless fricatives in 
Japanese”
　Anastasia Karlsson (Lund University)
　　  “ F0 timing in two verb-initial Formosan languages”
　Wong Yee Ping (The Chinese University of Hong Kong)
　　  “ Diﬀerence in comprehensibility of spontaneous and read speech of Japanese”
Oral session
　Hyun Kyung Hwang (NINJAL)
　　  “ The role of perceived similarity and contrast: English loanwords into Korean and Japanese”
　Shin-ichiro Sano (Keio University)
　　  “ Studying phonological variation using the Corpus of Spontaneous Japanese”
　Jason Shaw (MARCS Institute, Keio University)
　　  “ Some consequences of micro-prosody for phonetic variation”
9 月 26 日
Keynote lecture
　Sun-Ah Jun (UCLA)
　　  “ Interactions between word prosody, prominence type, and macro-rhythm”
Oral session
　Kumiko Sato (Nagasaki University of Foreign Studies)
　　  “ Prosody of the sentences with indeterminate words in Nagasaki Japanese”
　Tomoyuki Kubo (Kyusyu University)
　　  “ WH-prosody and compound”
　Yuki Hirose (The University of Tokyo)
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　　  “ Predictive processing of compounds in adults and six to seven-year-old children”
　Yosuke Igarashi (Hitotsubasi University)
　　  “ Word tones at the sentence level in the ikema dialect of Miyako Ryukyuan”
Poster session 2
Group A
　Markus A. Pöchtrager (Boğaziçi University)
　　  “ What’s in a cluster?”
　Albert Lee (University of Hong Kong) and Yi Xu (University College London)
　　  “ Conditional realization of post-focus compression in Japanese”
　Chihkai Lin (University of Hawaii)
　　  “ Special tone sandhi in Taiwan Southern Min and Taiwan Hakka”
　Kyung-Ae Choi (Mokwon University)
　　  “ A study on the replacement of [p]~[h] between Korean and Japanese”
　Jeroen Breteler (University of Amsterdam)
　　  “ Saghala tone is foot-driven”
Group B
　 Carolina Jorge Trujillo (University of La Laguna) and Josefa Dorta Luis (University of La 
Laguna)
　　  “ Approach to prosodic labeling within the framework of the autosegmental-metrical model”
　Gakuji Kumagai (Tokyo Metropolitan University)
　　  “ The too-many-solutions problem on English word-initial sC clusters”
　Thanasak Sirikanerat (Tohoku University) and Chawadon Ketkaew (Chulalongkorn Universuty)
　　   “Tonal assignment on English loanwords in Thai: A case study of assignment of Mid and 
High tone on syllable structure”
　 Hiroko Hirano (Tokyo University of Foreign Studies) and Nobuaki Minematsu (The Universuty 
of Tokyo)
　　   “An online prosodic reading tutor “Suzuki-kun” ―visualization of hidden prosodic 
information of Japanese speech―”
　Kentaro Suganuma (Kyusyu Universuty/JSPS)
　　   “The indexed faithfulness approach cannot capture the phonological diﬀerences between 
native words and loanwords in Modern Uyghur”
　Jane Tsay (National Chung Cheng University) 
　　   “A cross-modality study of prosody in Mandarin and Taiwan Sign Language”
Oral session
　Haruo Kubozono (NINJAL)
　　  “Focus prosody in Kagoshima Japanese”
Keynote lecture
　Caroline Féry (Goethe University Frankfurt am Main)
　　  “Phrase languages in the typology of intonational systems”




　　  “ Learning-theoretic generative phonetics with maxent: a Hausa example”
Oral session
　 Donna Erickson (Sophia University), Shigeto Kawahara (Keio University), Jeﬀ Moore (Sophia 
University), Atsuo Sumeitsu (JAIST), and Ian Wilson (The University of Aizu)
　　  “ Jaw displacement patterns reﬂect metrical structure”
　 Seunghun Lee (ICU/The University if Johannesburg), Jeremy Perkins (The University of Aizu), 
and Jullián Villegas (The University of Aizu)
　　  “ Acoustic methods in the study of tone: applications to Du’an Zhuang and Burmese”
　 Andrew Martin (Konan University, RIKEN BSI), Keiichi Tajima (Hosei University), and Reiko 
Mazuka (RIKEN BSI)
　　  “ Function word reduction in infant-directed Japanese”
○「通時コーパス」国際シンポジウム




　Bjarke Frellesvig (The University of Oxford)














































































○ 時空間変異研究系公開研究発表会 Japanese Language Variation and Change Conference 2016
（JLVC2016）「再考 ことばの時空間」






























　白田理人（日本学術振興会 / 琉球大学），Lukas Rieser（京都大学大学院）






















2015 年 9 月 1 日～ 2 日（国立国語研究所）

























































































○ 第 8 回コーパス日本語学ワークショップ・サテライトシンポジウム 国立国語研究所・統計数理研
究所 合同研究集会「統計的言語研究の現在」





















2015 年 6 月 7 日（国立国語研究所）
　津田智史（国立国語研究所 / 日本学術振興会）











2015 年 8 月 21 日～ 23 日（国立国語研究所）















































　　（講演）「「今昔マップ on the web」で見る明治以降の地域の変遷」
○「「字体と漢字情報」 ―HNG 公開 10 周年記念―」
2015 年 11 月 21 日～ 22 日（国立国語研究所）



























　　 「デジタル技術による分析と経験知の融合にむけて ―文字の数値的分析技術から見た可能 
性―」



















2016 年 1 月 10 日～ 11 日（国立国語研究所）





















































2016 年 1 月 24 日（国立国語研究所）
　林 直樹（日本大学助手），田中ゆかり（日本大学教授），前田忠彦（統計数理研究所准教授）





　　「現代新聞における引用助詞 ” 話す ” の基本語化」
○日本語疑問文の通時的・対照言語学的研究
　プロジェクトリーダー　金水 敏
2015 年 6 月 6 日～ 7 日（大阪大学）






　　「WH 疑問文の理論と Clause-typing 理論の問題点」






　　「「大丈夫ですか？」と ” 没事吧 ”」
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2015 年 12 月 19 日～ 20 日（国立国語研究所）

















　　「「か / も」の移動について ―帰謬法による議論」
　西垣内泰介
　　「「指定文」を中核とするいくつかの構文について：量関係節，潜伏疑問文，比較構文などの分析」
12 月 20 日
Session 4
　大塚裕子
　　  “Typology of WH-words: An Austronesian perspective”
　張 麟声


















2015 年 6 月 13 日～ 14 日（国立国語研究所）
















2015 年 12 月 5 日～ 6 日（国立国語研究所）






























究所で開催している。2015 年度は下記 12 件を開催した。








○第 59 回　2015 年 6 月 16 日
　鈴木 泰（専修大学教授）
　　「昭和初期における橋本進吉の文法論の展開 ―昭和 4 年と 7 年の講義筆記を比較して―」
○第 60 回　2015 年 7 月 2 日
　Bernd Heine（ケルン大学名誉教授）
　　  “Discourse grammar: Some linguistic and neurological observations”
○第 61 回　2015 年 9 月 15 日
　上野善道（東京大学名誉教授）
　　「鼻濁音 2 題」
○第 62 回　2015 年 10 月 13 日
　中川誠司（産業技術総合研究所　上級主任研究員）
　　「非侵襲計測によるヒトの聴覚・音声知覚・言語機能の解明」
○第 63 回　2015 年 11 月 24 日
　狩俣繁久（琉球大学教授）
　　「沖縄島幸喜方言の終助詞とモダリティー」
○第 64 回　2015 年 12 月 8 日　人間文化研究機構第 5 回日本研究功労賞受賞記念コロキウム
　アレキサンダー・ボビン（フランス国立社会科学高等研究院教授）
　　「上代日本列島の民族言語史」




○第 66 回　2016 年 1 月 19 日
　Gabriel Bergounioux（オルレアン大学教授 / ロワール地域圏言語学研究所長）
　　  “A Corpus of Spoken French: ESLO”
○第 67 回　2016 年 2 月 2 日
　真田信治（奈良大学教授）
　　「Vernacular の記述について ―個人語彙における基底層―」





交換を行う場である。外部からの聴講も歓迎している。2015 年度は第 125 回から第 140 回までを開
催した。
○第 125 回　2015 年 4 月 14 日
　アンナ・ブガエワ（言語対照研究系特任准教授）
　　「アイヌ語と日本語の言語接触について ―日本語からアイヌ語への統語的借用の可能性―」
○第 126 回　2015 年 4 月 28 日
　丁 美貞（時空間変異研究系プロジェクト非常勤研究員）
　　「岡崎敬語調査の機能的要素の経年変化 ―「荷物預け」場面の対人配慮」
○第 127 回　2015 年 5 月 19 日
　アレキサンダー・ラテ（オハイオ州立大学大学院生 / 国語研特別共同利用研究員）
　　「日韓祖語の新たな語彙的証拠，そして形態論的根拠」










○第 130 回　2015 年 6 月 23 日
　 尹 鎬淑（サイバー韓国外国語大学校教授 / 国語研外来研究員），川崎千枝見（広島国際学院大学），
迫田久美子（日本語教育研究・情報センター教授）
　　 「e-learning を使ったライティングにおける誤用への間接的フィードバックの研究 ―韓国語母語
話者の受身，助詞，モダリティ，自他動詞の誤用を中心に―」




○第 132 回　2015 年 7 月 14 日
　今田水穂（言語資源研究系共同研究員 / 文部科学省教科書調査官）
　　「『現代日本語書き言葉均衡コーパス』に対する情報構造アノテーション」
○第 133 回　2015 年 12 月 22 日
　小西 光（コーパス開発センタープロジェクト非常勤研究員）
　　「近代口語文翻訳小説コーパス構築の概要と計量的分析」
○第 134 回　2016 年 1 月 26 日
　浅原正幸（言語資源研究系准教授）
　　「コーパスコンコーダンサ『ChaKi.NET』の現状」
○第 135 回　2016 年 2 月 9 日
　鶴谷千春（グリフィス大学准教授 / 国語研外来研究員）
　　「丁寧さに現れる日本語プロソディの研究」
○第 136 回　2016 年 2 月 23 日
　大島 一（広報室非常勤研究員）
　　「ハンガリー語と日本語の結合の複数について」
○第 137 回　2016 年 3 月 1 日
　スティーブン・ライト・ホーン（国語研外来研究員）
　　「万葉集コーパスの統語情報付与」
○第 138 回　2016 年 3 月 15 日
　船越健志（理論・構造研究系特任助教）
　　「日本語の動詞句省略と付加詞脱落」
○第 139 回　2016 年 3 月 22 日
　藤本 灯（理論・構造研究系特任助教）
　　「『色葉字類抄』研究の現状と展望」
○第 140 回　2016 年 3 月 29 日
　前川喜久雄（言語資源研究系教授）















2016 年 3 月 16 日（国立国語研究所）
　横田カーター啓子（ミシガン大学大学院日本学研究司書）








・ 「日本語研究・日本語教育研究文献データベース」に文献情報を定期的に追加（5 月・7 月・10 月・












・ 『国立国語研究所論集』第 9 号（7 月）・第 10 号（1 月），『国語研プロジェクトレビュー』第 6 巻第







・『日本語歴史コーパス 室町時代編Ｉ狂言』（短単位データ）を公開した（2015 年 4 月）。
・ 『日本語歴史コーパス 平安時代編』から，ジャパンナレッジ『新編日本古典文学全集』（小学館）
へのリンクを実現した（2015 年 4 月）。
・第 8 回コーパス日本語学ワークショップを開催した（2015 年 9 月）。
・ 国立国語研究所・統計数理研究所合同研究集会「統計的言語研究の現在」（第 8 回コーパス日本語
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学ワークショップ サテライトシンポジウム）を開催した（2015 年 9 月）。
・ コーパス利用技術の普及を目標とした講習会を開催した。ChaKi.NET講習会を開催した（東京地区：
2015 年 8 月，中京地区：2015 年 9 月）。












・「国立国語研究所 蔵書目録データベース」を Web 検索できる。
・ 図書館間文献複写サービス（NACSIS-ILL）により，所属機関の図書館を通して複写を申し込み，
郵送で受け取ることができる。
　　　所蔵資料数（2016 年 4 月 1 日現在）
図書 雑誌
日本語 120,449 冊 5,316 種
外国語 30,653 冊 528 種



























　言語学関係の出版社として傑出した出版活動で世界をリードする De Gruyter Mouton（ドゥ・グ
ロイター・ムートン社　ベルリン／ボストン）からの申し出により，国語研の優れた研究成果を英
文で出版する包括的な協定を 2012 年 7 月に締結した。この協定に基づき，2014 年から，日本語お
よび日本語言語学の研究に関する包括的な日本語研究英文ハンドブック，Handbooks of Japanese 











　柴谷方良（ライス大学 教授）Masayoshi Shibatani (Rice University)
　影山太郎（国立国語研究所 所長）Taro Kageyama (Director-General, NINJAL)
シリーズの構成
全巻英文，各巻 600 ～ 700 ページ
1. Handbook of Japanese Historical Linguistics
  Edited by Bjarke Frellesvig (University of Oxford/NINJAL), Satoshi Kinsui (Osaka University/
NINJAL) and John Whitman (NINJAL)
2. Handbook of Japanese Phonetics and Phonology
 Edited by Haruo Kubozono (NINJAL)
3. Handbook of Japanese Lexicon and Word Formation
 Edited by Taro Kageyama (NINAL) and Hideki Kishimoto (Kobe University/NINJAL)
4. Handbook of Japanese Syntax
  Edited by Masayoshi Shibatani (Rice University/NINJAL), Shigeru Miyagawa (MIT/NINJAL) 
and Hisashi Noda (NINJAL)
5. Handbook of Japanese Semantics and Pragmatics
  Edited by Wesley Jacobsen (Harvard University) and Yukinori Takubo (Kyoto University/ 
NINJAL)
6. Handbook of Japanese Contrastive Linguistics 
 Edited by Prashant Pardeshi (NINJAL) and Taro Kageyama (NINJAL)
7. Handbook of Japanese Dialects
 Edited by Nobuko Kibe (NINJAL) and Tetsuo Nitta (Kanazawa University)
8. Handbook of the Ryukyuan Languages
  Edited by Patrick Heinrich (Dokkyo University), Shinsho Miyara (formerly, University of the 
Ryukyus) and Michinori Shimoji (Kyushu University/NINJAL)
9. Handbook of Japanese Sociolinguistics
  Edited by Fumio Inoue (Meikai University/NINJAL), Mayumi Usami (Tokyo University of 
Foreign Studies) and Yoshiyuki Asahi (NINJAL)
10. Handbook of Japanese Psycholinguistics
 Edited by Mineharu Nakayama (Ohio State University/NINJAL)
11. Handbook of Japanese Applied Linguistics
 Edited by Masahiko Minami (San Francisco State University/NINJAL)
12. Handbook of the Ainu Language











































































































































　2015 年 9 月 15 日（国立台湾大学（台北市，台湾））
○「平成 27 年度 危機的な状況にある言語・方言サミット（沖縄大会）」

















2015 年 7 月 31 日（立川市西砂学習館・出前授業）
対象：小学 3 ～ 6 年生
講師：朝日祥之（時空間変異研究系准教授），柏野和佳子（言語資源研究系准教授）
○「あなたと私の方言 ―日本語の不思議な世界―」









2016 年 3 月 25 日（阿南町立大下条小学校・訪問受入）
対象：小学 6 年生
講師：柏野和佳子（言語資源研究系准教授），大島 一（広報室広報コミュニケーター）
ニホンゴ探検 2015 ―1 日研究員になろう―
　児童・生徒・一般を対象に研究所を公開し，「日本語」「ことば」の魅力と不思議に触れられるプロ
グラムが人気のイベント。































○第 18 回　2015 年 9 月 1 日（一橋大学一橋講堂）
「言語生活のロジスティック回帰分析入門」
講師：横山詔一（理論・構造研究系教授）





2015 年 5 月 23 日（国立国語研究所）
○『ChaKi.NET』講習会（東京地区）
2015 年 8 月 21 日（ジャストシステム本社）
○『ChaKi.NET』講習会（中京地区）












































① 日本語語彙論に関する世界初の包括的論文集として，Taro Kageyama and Hideki Kishimoto (eds.) 
Handbook of Japanese Lexicon and Word Formation（ 全 19 章，706 頁 ） を 2016 年 1 月 に De 
Gruyter Mouton 社から出版した。
②  NINJAL国際シンポジウム（2012）の成果をまとめた論文集として，Taro Kageyama and Wesley M. 
Jacobsen (eds.) Transitivity and Valency Alternations: Studies on Japanese and Beyond（496 頁）
を執筆・編集し，校正を終えた。De Gruyter Mouton から 2016 年 7 月に刊行予定。
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③  NINJAL 国際シンポジウム（2013）の成果をまとめた論文集（Taro Kageyama, Peter Hook, 
and Prashant Pardeshi (eds.) Verb-Verb Complexes in Asian Languages）の出版契約を Oxford 
University Press と結び，執筆・編集を進めた。
④ 世界諸言語の動詞結合価に関するマックスプランク進化人類学研究所との連携研究の成果として，
論文 Hideki Kishimoto, Taro Kageyama, and Kan Sasaki “Valency classes in Japanese” を Andrej 
Malchukov and Bernard Comrie (eds.) Valency Classes in the World’s Languages , Vol.1, pp.765‒
805 (Berlin: De Gruyter Mouton，2015.9.) で刊行した。
⑤ 若手研究者育成のため，影山太郎（編）『レキシコンフォーラム No.7』において共同研究者の執筆





ダウンロードできるようにした（2015 年 11 月）。
【研究業績】
《著書・編書》
　Taro Kageyama and Hideki Kishimoto (eds.)





　Hideki Kishimoto, Taro Kageyama, and Kan Sasaki
　　 “Valency classes in Japanese”, Andrej Malchukov and Bernard Comrie (eds.) Valency Classes in 
the World’s Languages , Vol.1, pp.765‒805, Berlin/Boston: De Gruyter Mouton, 2015.9.
　Taro Kageyama and Michiaki Saito
　　 “Vocabulary strata and word formation processes”, Taro Kageyama and Hideki Kishimoto 
(eds.) Handbook of Japanese Lexicon and Word Formation, pp.11‒50, Berlin/Boston: De Gruyter 
Mouton, 2016.1.
　Hideki Kobayashi, Kiyo Yamashita, and Taro Kageyama
　　 “Sino-Japanese words”, Taro Kageyama and Hideki Kishimoto (eds.) Handbook of Japanese 
Lexicon and Word Formation, pp.93‒131, Berlin/Boston: De Gruyter Mouton, 2016.1.
　Takayasu Namiki and Taro Kageyama
　　 “Word structure and headedness”, Taro Kageyama and Hideki Kishimoto (eds.) Handbook of 
Japanese Lexicon and Word Formation, pp.201‒235, Berlin/Boston: De Gruyter Mouton, 2016.1.
　Taro Kageyama
　　 “Noun-compounding and noun-incorporation”, Taro Kageyama and Hideki Kishimoto (eds.) 




　　 “Verb-compounding and verb-incorporation”, Taro Kageyama and Hideki Kishimoto (eds.) 
Handbook of Japanese Lexicon and Word Formation, pp.273‒310, Berlin/Boston: De Gruyter 
Mouton, 2016.1.
　Taro Kageyama
　　 “Lexical integrity and the morphology-syntax interface”, Taro Kageyama and Hideki Kishimoto 
(eds.) Handbook of Japanese Lexicon and Word Formation , pp.489‒528, Berlin/Boston: De 
Gruyter Mouton, 2016.1.
　影山太郎
　　 「 名詞＋動詞型の複合動詞」，影山太郎（編）『レキシコンフォーラム No.7』，pp.1‒18，ひつじ書房，
2016.3.
　小林英樹，影山太郎
　　 「 形と意味のミスマッチ」，影山太郎（編）『レキシコンフォーラム No.7』，pp.41‒55，ひつじ書房，
2016.3.
　影山太郎




　　 「回顧と展望」（招待講演），日本言語学会第 150 回大会記念フォーラム「日本言語学会の回顧と
展望」，大東文化大学，2015.6.21.
　影山太郎














　 Oxford Research Encyclopedia of Linguistics , Advisory Board & Senior Editor（Japanese/















Association for Laboratory Phonology，International Phonetic Association
【学会等の役員・委員】日本言語学会 会長；日本音声学会 理事・企画委員長・評議員；日本学術会
議 連携会員；理化学研究所脳科学研究センター 客員研究員；台湾東呉大学 客員教授；市河三喜賞 
審査委員・幹事；東京言語研究所 運営委員；The Association for Laboratory Phonology, Executive 
Committee member；Oxford Studies in Phonology and Phonetics Series (OUP), Advisory Editor；

































・ 2015 年 11 月 27 日に名古屋大学にて研究成果発表会を開催し，研究発表 3 件（うち 2 件は若手
研究者）と講演を企画した（参加者数 27 名）。
・ 共同研究および国際シンポジウムの成果を下記 3.1 の欄の英文論文集にまとめ，編集作業を行っ
た。
２．国際化
・ 促音に関する国際ワークショップ GemCon 2015（2015 年 8 月 12 日，イギリス・グラスゴー）
を世界最大の音声学国際会議（ICPhS 2015）のサテライトワークショップとして企画した（参
加者 18 ヶ国，76 名；発表者 11 ヶ国，23 名）。
・ 国際シンポジウム ICPP 2015（International Conference on Phonetics and Phonology, 2015.9.25‒
27）を慶應義塾大学言語文化研究所と共催し，国内外から90名（3日間で延べ185名）の参加を得た。
・ 下記 3.1 の欄の英文論文集の編集作業を進めた。
３．成果発信（講演・口頭発表については該当項目参照）
・ アクセント関係の英文論文集Tonal Change and Neutralization (De Gruyter Mouton) の編集を
進め，合計 13 編の論文について再査読と英文校閲を行った（2016 年前半に入稿，2017 年度初頭
に刊行の予定）。
・ 促音関係の英文論文集The Phonetics and Phonology of Geminate Consonants (Oxford University 
Press) の編集を進め，合計14編の論文について（再）査読と英文校閲を行った（2016年 4月に入稿，
2017 年 2 月に刊行予定）。
・ 2014 年に招致した実験音韻論国際会議（LabPhon 14）の成果を集めた論文集としてLaboratory 
Phonology 特集号（Special issue: Corpus-based approaches to the phonological analysis of speech, 
Guest editors: Haruo Kubozono, Kikuo Maekawa, and Timothy J. Vance）の編集作業を行い，
2015 年 10 月に刊行した。
４．教育，若手研究者の育成
・ プロジェクト PD フェローを新規に 1 名雇用し，育成に努めた。
・ 国内の若手研究者（大学院生）1 名に対し，アクセント調査の旅費を支援した。
・ 上記の国際シンポジウム ICPP 2015において，国内外からの若手発表者5名に旅費支援を行った。
・ 上記の日本音声学会ワークショップにおいて若手発表者 4 名に旅費支援を行った。







Haruo Kubozono, Kikuo Maekawa, and Timothy J. Vance (eds.)
　 Laboratory Phonology, Vol.6, No.3-4, (Special issue: Corpus-based approaches to the phonological 
analysis of speech), 2015.10.
《論文・ブックチャプター》
Haruo Kubozono






　 “High tone shift and spreading in endangered Japanese dialects”, Proceedings of the 18th 





　 「日本語の二重母音とアクセント」（招待講演），関西言語学会第 40 回記念大会，神戸大学，
2015.6.14.
窪薗晴夫





　 “Question and vocative intonation in Japanese”（招待講演），上智大学言語学会 30 周年記念大会，
上智大学，2015.7.18.
Haruo Kubozono
　 “Focus prosody in Kagoshima Japanese”, International Conference on Phonetics and Phonology 

















・ International Workshop on Geminate Consonants (GemCon 2015), SECC, Glasgow（企画・運営）
2015.8.12.


























　リーダー・プロジェクト共同研究員の執筆により，連濁に関する査読付き論文 4 本を 2015 年度に
刊行した。
　リーダー・プロジェクト共同研究員により，連濁に関する口頭発表 2 件およびポスター発表 1 件を
2015 年度に行なった。
　ボルドー大学で開催されたフランス音韻論ネットワーク（French Phonology Network）の第 13 回
年次大会の翌日（2015 年 7 月 2 日）に「連濁研究ハンドブックの編纂」をテーマに特別ワークショッ






　 「連声は現代日本語に生きているか」，西原哲雄，田中真一（編）『現代の形態論と音声学 ･ 音韻
論の視点と論点』，pp.147‒159，開拓社，2015.11.
《データベース類》





　 “Spelling pronunciation in Japanese”, 13th Meeting of the French Phonology Network, 
Bordeaux, France, 2015.7.
Timothy J. Vance
　 “The Old Japanese Rendaku Database and the strong version of Lyman’s Law”, 17th Annual 
International Conference of the Japanese Society for Language Sciences, Beppu City, 2015.7.
Timothy J. Vance
　 “Is Spanish stress perceived as Japanese vowel length?”，日本音声学会国際ワークショップ，
東京大学，2016.1.
ティモシー・J・バンス
　 「上代語連濁データベース」（ポスター発表），第 9 回 NINJAL フォーラム「ここまで進んだ！こ
こまで分かった！国立国語研究所の日本語研究」, 一橋大学一橋講堂，2016.3.5.
【学会・国際会議・セミナー等の企画運営】








テム開発研究室 研究員（1991），同 情報資料研究部 主任研究官（1995），独立行政法人国立国語研究










2010　社会言語科学会 第 9 回徳川宗賢賞（優秀賞）
2010　国立国語研究所 第 1 回所長賞
































































・ 高田智和，横山詔一，NINJAL セミナ 「ーデータが主導する日本語研究」（企画・運営），国立台湾大学，
2015.9.
・ 高田智和，横山詔一，シンポジウム「「字体と漢字情報」 ―HNG 公開 10 周年記念―」（企画・運営），
国立国語研究所，2015.11.
【大学院教育・若手研究者育成】


























































Hanae Koiso and Yasuharu Den
　 “Causal analysis of acoustic and linguistic factors related to speech planning in Japanese 
monologs”, Proceedings of the 7th Workshop on Disﬂuency in Spontaneous Speech, University 
of Edinburgh, 2015.8.9.
Yasuharu Den and Hanae Koiso
　 “Factors aﬀecting utterance-ﬁnal vowel devoicing in spontaneous Japanese”, Proceedings of the 
18th International Congress of Phonetic Sciences, Scottish Exhibition and Conference Centre, 
2015.8.13.
《データベース類》


























　 “Towards the construction of a corpus of Japanese everyday conversations”, International 
Symposium on Building and Using Spoken Corpora: Experiences in Japan and Finland, Keio 
University, 2016.3.13.
【研究調査】




・ NINS/IURIC Colloquium2015「学術研究の将来」，分科会 3「物理理解から人間理解へ ―人間・社会・
文化の理解を目指して―」（企画・運営），掛川市，2015.12.1‒3.





































画，全 9 冊，天保 2 ～ 5 年刊行）『春色梅児与美』（狂訓亭主人作，柳川重信・柳川重山画，全 13 冊，
天保 3 ～ 4 年刊）『梅暦余興春色辰巳園』（教訓亭主人作，歌川国直画，全 12 冊，天保 4 ～ 6 年刊）
『おくみ惣次郎春色江戸紫』（山々亭有人作，全 9 冊，元治元～明治刊）の翻字を行い，簡易タグつ
き全文テキスト作成に着手した。
























































んもんこん 2015 じんもんこんの新たな役割 ―知の創成を目指す文理融合のこれから―」，同志
社大学，2015.12.19.
高田智和，小林龍生，田代秀一，矢田 勉
　 「ISO/IEC 10646 への変体仮名収録提案 ―レパートリと符号化アーキテクチャ―」，第 109 回人
文科学とコンピュータ研究会，国立情報学研究所，2016.1.30.
高田智和
　 「変体仮名文字符号標準化の問題点」，東洋学へのコンピュータ利用第 27 回研究セミナー，京都
大学，2016.3.18.
田島孝治，佐村拓哉，堤 智昭，高田智和







































　 「第 20 章 首都圏在住者の方言話者への評価意識」，宇佐美洋（編）『「評価」を持って街に出よう』，
pp.337‒353，くろしお出版，2016.1.
三井はるみ











































































　 「人情本のコーパス化」，日本語学会 2015 年度秋季大会，山口県教育会館，2015.11.1.
田中草大，藤本 灯，北﨑勇帆



























　 “Silent possessors in Korean”, Proceedings of the 9th Workshop on Altaic Formal Linguistics , 
pp.333‒338, Massachusetts Institute of Technology, 2015.7.
【講演・口頭発表】
Kenshi Funakoshi
　 “Silent external possessors in Japanese”（招待講演），言語学講演会 , 東北大学，2015.11.
Kenshi Funakoshi
　 “Backward control from possessors in Japanese”（招待講演），南山コロキュアム，南山大
学 ,2015.12.
船越健志












【職歴】純真女子短期大学 助手（1980），純真女子短期大学 講師（1981），福岡女学院短期大学 講師












































































① 宮崎県椎葉村小崎方言調査を実施した（2015.5.8‒11）。参加者 6 人，話者 10 人。














































　 「対格助詞ゼロの地域差 ―方言コーパスの可能性―」，日本方言研究会第 101 回研究発表会，山
口大学，2015.10.30.
木部暢子
　 「自然遺産と「しま」の生活文化」，第 30 回国民文化祭・かごしま 2015 シンポジウム，奄美パー
ク，2015.11.13.
木部暢子




























②宮崎県椎葉村栂尾方言調査（2015.9.6‒11）で PD・大学生 8 名を指導。


























（1 ）「SP 盤貴重音源資料（音声＋文字化テキスト）」をプロジェクト内で共有し，通算で第 6 回目
の研究会を開催（2015 年 5 月 16 日）した結果，論文集への執筆予定者 12 名全員の研究発表が
完了した。
（2 ）成果物として，相澤正夫，金澤裕之（編）『SP 盤演説レコードがひらく日本語研究』（全 13 章，
299 頁）を，笠間書院から 2016 年 3 月に刊行した。




（4 ）「SP 盤貴重音源」の文字化テキストに基づき，金澤裕之，相澤正夫（編）『大正・昭和戦前期 政治・
実業・文化 演説・講演集 ―SP 盤レコード文字化資料―』（全 452 頁）を，日外アソシエーツか
ら 2015 年 4 月に刊行し，2015 年 5 月末付けで日本図書館協会の選定図書に選ばれた。
（5 ）「SP 盤貴重音源」の文字化テキストに基づき，金澤裕之，田中牧郎，相澤正夫（編）『アカデミッ
クリソースシリーズ 貴重音源コレクション 岡田コレクションⅠ』（全 545 頁）を，想隆社から
2015 年 6 月にオンデマンド版として刊行した。
（6 ）「SP 盤貴重音源」の音声と文字化テキストに基づき，「想隆社アカデミックリソースシリーズ 
貴重音源コレクション 岡田コレクションⅠ」（全 165 作品，18.5 時間分の SP レコードデジタル
112 Ⅳ 教員の研究活動と成果








　 『大正・昭和戦前期 政治・実業・文化 演説・講演集 ―SP 盤レコード文字化資料―』，日外アソシエー
ツ，2015.4.
金澤裕之，田中牧郎，相澤正夫（編）











































　 「SP 盤レコードが拓く日本語研究」（ポスター発表），第 9 回 NINJAL フォーラム「ここまで進
んだ！ここまで分かった！国立国語研究所の日本語研究」，一橋大学一橋講堂，2016.3.5.
【研究調査】
・ 2015.8　共同調査「2015 年全国方言意識 Web 調査」（1 万人調査）の企画・実施
【その他の学術的・社会的活動】
















































　 “Timespan comparison of dialectal distributions”, Marie-Hélène Côté, Remco Knooihuizen and 
John Nerbonne (eds.), The Future of Dialects: Selected Papers from Methods in Dialectology 






　 “Starting place and diﬀusing area of language changes”, The 8th Congress of the International 





























【所属学会】International Congress for Dialectologists and Geolinguists, METHODS, Foundation for 
Endangered Languages，関西言語学会，日本言語政策学会，日本方言研究会，日本語学会，社会言
語科学会
【学会等の役員・委員】変異理論研究会 世話人；METHODS, International steering committee member； 






















　全米日系人博物館所蔵の Barbara Kawakami コレクションについて，2015 年度にハワイ大学ウエ
ストオアフ校に所蔵される同氏のコレクションを含め，Kawakami 氏，ハワイ大学の関係者とともに















Kuniyoshi Kataoka and Yoshiyuki Asahi
　 “Synchronic and diachronic variation in the use of spatial frames of reference: An analysis of 
Japanese route instruction”, Journal of Sociolinguistics , 19(2), pp.133‒160, 2015.4.
Yoshiyuki Asahi
　 “Interface between regional and social dialects in Hokkaido: The case of the small town of 
Tokoro”, Multilingual Perspectives in Geolinguistics , pp.62‒68, 2015.5.
朝日祥之，尾崎喜光




















　 “Interface between regional and social dialects of Tokoro, a small town of Hokkaido”, American 
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Society of Geolinguistics Conference, Daito Bunka University, 2015.4.11.
朝日祥之
　 「北海道方言の分布に見られる経年変化」，第 213 回北海道方言研究会例会，札幌市北区民セン
ター，2015.6.14.
Yoshiyuki Asahi
　 “The role of a standard variety in the new town koine formation”, Globalising Sociolinguistics 
2015, Leiden University, 2015.6.18.
朝日祥之





















・ NINJAL ジュニアプログラム「めざせ！ことば博士 みんなの方言を調べてみよう」，立川市西砂公
民館，2015.7.31.
・ 取材協力・情報提供「NHK BS1 スペシャル 戦場の真心 チムグクル ～沖縄を救った日系人～」，
NHK 東京ビデオセンター，2015.8.10.






































































　 “Developing a linguistic atlas of Japan database and advancing analysis of geographical 
distributions of dialects”, Marie-Hélène Côté, Remco Knooihuizen and John Nerbonne (eds.), 
The Future of Dialects: Selected Papers from Methods in Dialectology XV, pp.333‒362, Berlin: 








































・ 第 323 回日本近代語研究会（春季発表大会）（企画・運営），2015.5.
・ 第 327 回日本近代語研究会（秋季発表大会）（企画・運営），2015.10.







































　朝倉書店から刊行を続けている「講座日本語コーパス」は，2015 年 12 月に第 4 巻『コーパスと国
語教育』，2016 年 3 月に第 5 巻『コーパスと日本語教育』を刊行し，8 巻中 6 巻まで刊行した。
124 Ⅳ 教員の研究活動と成果
【2015 年度に実施した科研費研究課題（研究代表者）】









　 “Corpus-based phonetics”, Haruo Kubozono (ed.) Handbook of Japanese Phonetics and 
Phonology, pp.651‒680, Berlin/Boston: De Gruyter Mouton, 2015.2.
《国際会議録》
Kikuo Maekawa
　 “Functional difference between the two variants of rising-falling intonation in spontaneous 
Japanese monologue”, Proceedings of the 18th International Congress of Phonetic Sciences 
(ICPhS2015), Glasgow, 2015.8.
Kikuo Maekawa and Hiroki Mori
　 “Voice-quality analysis of Japanese ﬁlled pauses: A preliminary report”, DiSS 2015 (Disﬂuency 
in Spontaneous Speech), Edinburgh, 2015.8.
Michiko Watanabe, Yosuke Kashiwagi, and Kikuo Maekawa
　 “The relationship between preceding clause type, subsequent clause length and the duration of 
silent and ﬁlled pauses at clause boundaries in Japanese monologues”, DiSS 2015 (Disﬂuency in 







　 「国立国語研究所におけるコーパス開発の展望」，NII・国語研共同研究 2015 公開研究会「言語資
源構築における諸問題：権利問題を中心に」，2015.7.24.
Kikuo Maekawa and Takuya Asai
　 “Classiﬁcation of vowels in ﬁlled pauses and lexical items on the basis of voice quality, and, 









浅原正幸，河原一哉，武井裕也，舛岡英人，大場寧子，鳥井 雪，森井 亨，前川喜久雄，加藤 祥，
小西 光
　 「『国語研日本語ウェブコーパス』の検索系」，言語処理学会第 22 回年次大会（NLP2016），東北大学，
（論文集，P17-7），2016.3.10.
藤本雅子，前川喜久雄，船津誠也
　 「有声，無声子音の調音タイミング」，日本音響学会 2016 年春季研究発表会，桐蔭横浜大学，
3-P-22，2016.3.11.
【学会・国際会議・セミナー等の企画運営】






・ Interspeech2015, Reviewing committee member
・ Phonetica , Editorial board member
・ Speech Communication , Editorial board member




















発表 “The inﬂuence of word unit and sentence length on the ratio of parts of speech in Japanese 











　 “The inﬂuence of word unit and sentence length on the ratio of parts of speech in Japanese 
texts”, Arjuna Tuzzi, Martina Beneove, and Jen Macutek (eds.) Recent Contributions to 
Quantitative Linguistics , pp.255‒267, Berlin/Boston: De Gruyter Mouton, 2015.10.
《その他の出版物・記事》
山崎 誠






































　　　 言語処理学会論文誌『自然言語処理』2014 年論文賞，「Markov Logic による日本語述語項構
造解析」
2011　Yanyan Luo, Masayuki Asahara, and Yuji Matsumoto
　　　 Best paper award of the 7th International Conference on Natural Language Processing and 
Knowledge Engineering, “Dual Decomposition for Predicate-Argument Structure Analysis”
2010　 Katsumasa Yoshikawa, Tsutomu Hirao, Sebastian Riedel, Masayuki Asahara, and Yuji 
Matsumoto
　　　 The Best Paper Award of the SMBM2010 (the Fourth International Symposium on Semantic 
Mining in Biomedicine), “Coreference Based Event-Argument Relation Extraction on 
Biomedical Text”
2008　岩立将和，浅原正幸，松本裕治
　　　 言語処理学会第 14 回年次大会 優秀発表賞，「トーナメントモデルを用いた日本語係り受け解
析」
2003　浅原正幸













































　 「コーパスコンコーダンサ『ChaKi.NET』の「文書 - 部分構造行列」出力機能」，第 8 回コーパス
日本語学ワークショップ，国立国語研究所，（予稿集，pp.257‒264），2015.9.2.
浅原正幸


















　 「Yahoo! 知恵袋における修辞ユニット分析の中核要素認定に関する諸問題」，言語処理学会第 22
回年次大会，東北大学，（論文集，A6-3），2016.3.10.
浅原正幸，河原一哉，武井裕也，舛岡英人，大場寧子，鳥井 雪，森井 亨，前川喜久雄，加藤 祥，
小西 光



























































Tomoaki Kouno and Toshinobu Ogiso
　 “Improving an electronic dictionary for morphological analysis of Japanese: Use of historical 













・ 時代別 UniDic 辞書「現代語 UniDic」ver.2016.3
・ 時代別 UniDic 辞書「現代語話し言葉 UniDic」ver.2016.3
・ 時代別 UniDic 辞書「旧仮名口語 UniDic」ver.2016.3
・ 時代別 UniDic 辞書「近代文語 UniDic」ver.2016.3
・ 時代別 UniDic 辞書「近世口語（洒落本）UniDic」ver.2016.3
・ 時代別 UniDic 辞書「中世口語（狂言）UniDic」ver.2016.3
・ 時代別 UniDic 辞書「中世文語（説話・随筆）UniDic」ver.2016.3
・ 時代別 UniDic 辞書「中古和文 UniDic」ver.2016.3



















　 「狂言台本の形態素解析」，日本語学会 2015 年度春季大会，関西学院大学，2015.5.24.
市村太郎，渡辺由貴，鴻野知暁，河瀬彰宏，小林正行，山田里奈，堀川千晶，村山実和子，小木曽
智信，田中牧郎
　 「『虎明本狂言集』コーパスの公開」，日本語学会 2015 年度春季大会，関西学院大学，2015.5.24.
Taro Ichimura, Yuki Watanabe, Tomoaki Kouno, and Toshinobu Ogiso
　 “Construction of the Corpus of Toraakira-bon Kyōgen”, DH2015: Annual Conference of Digital 
Humanities, The Alliance of Digital Humanities Organizations (ADHO), Western Sydney 
University, 2015.7.1.
Toshinobu Ogiso, Tomoaki Kouno, and Taro Ichimura
　 “Morphological analysis of Japanese kyōgen text”, DH2015: Annual Conference of Digital 




ての Web の可能性を再探する」，京都大学， 2015.8.21.
山田祐実，大村 舞，鴻野知暁，Kevin Duh，小木曽智信，松本裕治














語文法学会 第 16 回大会シンポジウム「関連領域から照射した現代語文法」，学習院女子大学，
2015.11.14.
堤 智昭，小木曽智信








　 「『日本語歴史コーパス（CHJ）』の概要と検索」（ポスター発表），第 9 回 NINJAL フォーラム「こ
こまで進んだ！ここまで分かった！国立国語研究所の日本語研究」，一橋大学一橋講堂，2016.3.5.
市村太郎，小木曽智信






・ ニホンゴ探検 2016 変わっていく「ことば」 ～過去から現在，そして未来へ～「昔のこどもの本を
読もう！ 100 年前の国語の教科書『国定読本』」，国立国語研究所，2015.7.18.
・ 情報処理学会 人文科学とコンピュータシンポジウム・じんもんこん 2015 査読委員
【大学院教育・若手研究者育成】
・ 外来研究員の受入


































































【学会等の役員・委員】日本学術会議 特任連携会員；日本語文法学会 学会誌委員；言語処理学会 評
議員
【受賞歴】
2016　 言語処理学会第 22 回年次大会 優秀賞「現代日本語における節の分類体系について」（丸山岳彦，
佐藤理史，夏目和子）







































　 “Segmentation of two English short texts through diﬀerent theoretical views” IX LABLITA 
and IV LEEL International Workshop: Units of Reference for Spontaneous Speech Analysis and 
Their Correlations across Languages, Belo Horizonte, 2015.8.3.
Takehiko Maruyama
　 “Two-level utterance units: Cognitive and communicative aspects of spontaneous speech”, IX 
LABLITA and IV LEEL International Workshop: Units of Reference for Spontaneous Speech 
Analysis and Their Correlations across Languages, Belo Horizonte, 2015.8.6.
丸山岳彦
　 「「通時音声コーパス」は可能か」，第 8 回コーパス日本語学ワークショップ，国立国語研究所，（予
稿集，pp.29‒36），2015.9.1.
佐藤理史，丸山岳彦
　 「節境界認定に関する諸問題」，第 8 回コーパス日本語学ワークショップ，国立国語研究所，（予
稿集，pp.225‒232），2015.9.2.
丸山岳彦






　 「現代日本語における節の分類体系について」，言語処理学会第 22 回年次大会，東北大学，（予稿
集，pp.1113‒1116），2016.3.8.
Takehiko Maruyama
　 “Diachronic corpus of spoken Japanese: Retrospect and prospect”, International Symposium on 






・ 日本語文法学会第 16 回大会パネルセッション「現代から見た林言語学の魅力」（共同企画），
2015.11.15.
【その他の学術的・社会的活動】











































　 「ディスカッション観察支援システム FishWatchr を用いた実践手法の提案」，第 8 回日本語コー
パスワークショップ，国立国語研究所，（予稿集，pp.237‒242），2015.9.2.
Masaya Yamaguchi
　 “A video annotation tool for students to observe language activities”, Construction of Digital 
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【職歴】神戸大学文学部 講師（2005），同 人文学研究科 講師（2007），大学共同利用機関法人人間文










2000　 The Chatterjee-Ramanujan Prize for outstanding student contribution to “The Yearbook of 
South Asian Languages and Linguistics 2000”, Sage Publications. New Delhi, Thousand Oaks, 












・ 国際会議 1 件（NINJAL 国際シンポジウム “Grammaticalization in Japanese and Across Languages”），
国際ワークショップ 1 件，研究成果発表会 2 件を開催した。
・ 研究成果の刊行（単著 1 冊，編著書 1 冊，辞書 1 冊）を行った。
・ 電子成果物として，「使役交替言語地図」（WATP）1.10 版（12 言語のデータを追加，合計 60 言語），「基
本動詞ハンドブック（インターフェース更新，見出し追加，合計 65 見出し）」，「現代語自他対一覧










　 A Functional Account of Marathi’s Voice Phenomenon: Passives and Causatives in Marathi , 







・ 「使役交替言語地図」（The World Atlas of Transitivity Pairs（WATP））1.10 版（12 言語のデータ
を追加，合計 60 言語）　http://watp.ninjal.ac.jp/　2015.4.29.
・ 「基本動詞ハンドブック」インターフェース更新（見出し語一覧に意味別，50 音別の検索を追加，
4 見出し追加），2015.7.7.；8 見出し追加（合計 65 見出し），2015.11.24.
　http://verbhandbook.ninjal.ac.jp/
《辞書・辞典類》
Prashant Pardeshi, Kazuyuki Kiryu, Hari Damle, and Meena Ashizawa









Peter Hook and Prashant Pardeshi
　 “Grammaticalization in South Asia? Weighing areal, genetic, and typological factors”, NINJAL 
International Symposium “Grammaticalization in Japanese and Across Languages”, NINJAL, 
2015.7.3‒5.
プラシャント・パルデシ
　 「言語研究（理論）と言語教育（実践）の双方向法的な対話に向けて」，Department of 

















　 「統語・意味解析情報付き日本語コーパスのアノテーション」，言語処理学会第 22 回年次大会，
東北大学，（発表論文集，pp.589‒592），2016.3.7‒11.
プラシャント・パルデシ
　 「体系的な基本動詞学習『基本動詞ハンドブック』の活用」，Dept. of East Asian Languages, 




・ 第 19 回 NINJAL チュートリアル「言語類型論の最新の動向 ―理論研究と応用研究の接点―」，那
覇市ぶんかテンブス館，2016.2.19‒20.
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手研究者 11 名（研究協力者）をメンバーに迎え，今年度 2 回の研究発表会（6 月 13 ～ 14 日と 12 月
5 ～ 6 日），1 回の国際学会（北海道大学，8 月 20 ～ 21 日）における研究発表と議論をとおして研究
の向上をはかった。
1）『アイヌ語口承文芸コーパス ―音声・グロス付き―』（日本語版・英語版）を公開した。




　 “Valency classes in Ainu”, Andrej Malchukov and Bernard Comrie (eds.) Valency Classes in the 
World's Languages , pp.807‒854, Berlin/Boston: De Gruyter Mouton, 2015.9.
Anna Bugaeva
　 “Causative constructions in Ainu: A typological perspective with remarks on the diachrony”, 




・ 中川 裕，アンナ・ブガエワ，小林美紀『アイヌ語口承文芸コーパス ―音声・グロス付き―』
http://ainucorpus.ninjal.ac.jp/




　 “The age of polysynthesis in Ainu”, International Conference on Northeast Asia and the North 
Paciﬁc as a Linguistic Area, Hokkaido University, 2015.8.20.
Anna Bugaeva
　 “Possession and beyond: the polyfunctionality of the possessive construction in Ainu”, 48th 
Annual Meeting, Societas Linguistica Europaea, Leiden University, 2015.9.4.
Anna Bugaeva
　 “Evidence for interaction with Japanese in Ainu morphosyntax”（招待講演）, Leiden University, 
2015.9.24.
Anna Bugaeva
　 “Relative clause-based complex possessive NP in Ainu”, Workshop on Relative Clauses: 











9 回 NINJAL フォーラム「ここまで進んだ！ここまで分かった！国立国語研究所の日本語研究」，
一橋大学一橋講堂，2016.3.5.
Anna Bugaeva
　 “Ainu, an atypical language of Northeast Asia”, Workshop “Frontiers of Early Human Expansion 
in Asia: Linguistic and Genetic Perspectives on Ainu, Japan and the North Pacific Rim”, 
University of Zurich, 2016.3.14.
【学会・国際会議・セミナー等の企画運営】
・ International Conference: Northeast Asia and the North Paciﬁc as a Linguistic Area（北海道大学
とヘルシンキ大学との共催による国際会議の企画運営），2015.8.20‒21.
【その他の学術的・社会的活動】
・ 学術誌査読委員：Diachronica, Language Change and Dynamics, The Journal of Asian and African 
Studies
Ⅳ 教員の研究活動と成果 147
・ “The Ainu language and culture”, A lecture for American students from Earlham College, Tokyo 
Central Youth Hostel, Tokyo.
・ 「日本国内の言語多様性 ―消滅の危機に瀕した言語・方言― 近くて遠いアイヌを知ろう」（ポス
ター発表・デモンストレーション），大学共同利用機関シンポジウム 2015，アキバ・スクエア，
2015.11.27.














































【所属学会】日本音声学会，日本音響学会，社会言語科学会，International Speech Communication 
Association
【学会等の役員・委員】日本音声学会 評議員；日本音声学会 広報委員；日本音声学会 庶務委員；日

















　 “Articulatory positions of Japanese vowels as a function of duration computed from a large-
scale spontaneous speech corpus”, Proceedings of the 18th International Congress of Phonetic 
Sciences , pp.ICPHS0671:1-5, Glasgow, 2015.8.
Takayuki Kagomiya and Seiji Nakagawa
　 “Development and evaluation of bone-conducted ultrasonic hearing aid regarding transmission 
of voice emotion: Comparison of DSB-TC and DSB-SC amplitude modulation methods”, 































本 語 教 師 会，American Association of Teachers of Japanese, Canadian Association for Japanese 
Language Education
【学会等の役員・委員】日本語学会 理事・評議員；日本言語学会 事務局長・評議員；日本語文法学
















































　 「中級学習者が雑談に参加するときの聴解の問題点」，The 22st Princeton Japanese Pedagogy 














































　 「日本語教科書の過去・現在・未来」（招待講演），プネー市日本語教育開始 50 周年記念セミ
ナー “Japanese Language and Cultural Studies in Pune: Past, Present and Future”, Maharatta 
































































































































　 「読解授業における三つの対話 ―協働学習の談話データから―」，NINJAL 国際シンポジウム「現
場を支える日本語教育研究 ―学ぶ・教える・評価する―」，国立国語研究所，2016.1.23.
石黒 圭




例に―」（ポスター発表），第 9 回 NINJAL フォーラム「ここまで進んだ！ここまで分かった！
国立国語研究所の日本語研究」，一橋大学一橋講堂，2016.3.5.
石黒 圭





















・ 「コミュニケーション論」，総務省自治大学校第 1 部課程第 125 期講師，自治大学校，2016.1.29.




　 一橋大学大学院言語社会研究科連携教授（論文指導：修士課程 5 名，博士後期課程 10 名（いずれ
も主指導））
・ 博士論文審査












【所属学会】日本語教育学会，日本言語学会，第二言語習得研究会，AATJ (American Association of 
Teachers of Japanese), AJE (Association of Japanese Language Teachers in Europe)
【学会等の役員・委員】文化審議会国語分科会 委員・日本語教育小委員会委員；国際交流基金「国際
交流基金の運営に関する諮問委員会」委員；日本外国語教育推進機構（JACTL）理事；2015 年度国














　（1 ）2012 年～ 2014 年にかけて行った日本語学習者に関する海外 17 の国と地域および国内 3 地域




の日本語縦断発話コーパス（C-JAS）と共に HP で本プロジェクト（I-JAS 構築）の進捗状況等
を掲載した（http://ninjal-sakoda.sakura.ne.jp/lsaj/）。
　（2 ）2015 年 9 月，時空間言語変異研究系の共同研究プロジェクトと共に，NINJAL コーパス合同
シンポジウム「「正しい日本語」ってなに？ ―コーパスに見る日本語のバリエーション―」を主
催し，第一言語習得研究者 宮田 Susanne 氏を迎え，方言コーパス，歴史コーパス，現代日本語
話し言葉コーパスの研究者と共に，学習者コーパスにおける「正用と誤用」について発表した。
参加者は約 100 名であった。
















尹 鎬淑 , 迫田久美子 , 川崎千枝見




　 “Errors and learning strategies by learners of Japanese as a second language”, Masahiko 














　 “Corpus of learners of Japanese as a L2 among 16 countries”（招待発表）, The 3rd International 




















































































































　 「実践をまなざし，現場を動かす異文化間教育学とは 2 ―「カンボジアにおける授業改善に関す
る研修」の実践を読み解く―」（ケース・パネル：ディスカッサント），異文化間教育学会，千葉
大学，2015.6.7.
野山 広，李 在鎬，西川寛之，伊東祐郎，坂本 正，野口裕之，嶋田和子，由井紀久子，六川雅彦，
鎌田 修
　 「JOPT テスト実施支援システムについて」（ポスター発表），第 10 回国際 OPI シンポジウム，
函館国際ホテル，2015.8.2.
野山 広
　 「日本語学習者会話データベース縦断調査編の活用展望」，第 6 回国際シンポジウム「コンピュー
タと日本語教育」（Castel/J 2015 in Hawaii），ハワイ大学，2015.8.8.
野山 広，西川寛之，鎌田 修，野口裕之，伊東祐郎，嶋田和子，由井紀久子，六川雅彦，李 在鎬
　 「会話テスト JOPT 抽出データに与えるインタビュアーの影響」（ポスター発表），第 19 回ヨーロッ
パ日本語教育シンポジウム，フランス・ボルドーモンテーニュ大学，2015.8.28.
野山 広































































般向けのシンポジウム「改めて多文化共生とは ―移民コミュニティの言語生活研究会 5 年間を振り



















を支える日本語教育研究 ―学ぶ・教える・評価する―」, 国立国語研究所 ,（予稿集，pp.34‒
37），2016.1.23.
Yuka Fukunaga
　 “Multilingual landscape of “Pakistan Street”: Language use in societal and political context in a 
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・ NINJAL 国際シンポジウム「現場を支える日本語教育研究 ―学ぶ・教える・評価する―」（企画・
運営），2016.1.23.
【その他の学術的・社会的活動】



































































































2015 年 2 月 20 日（2014 年度第 7 回），2015 年 7 月 13 日（第 1 回）
　時空間変異研究系教授として Bjarke Frellesvig 氏を運営会議に推薦
　日本語教育研究・情報センター教授として宇佐美まゆみ氏を運営会議に推薦
　言語資源研究系教授として山崎誠准教授を運営会議に推薦
　（2015 年 7 月 23 日開催の運営会議で採用・昇任決定）
2015 年 7 月 23 日（第 2 回），2015 年 9 月 25 日（第 3 回・メール審議）
　日本語教育研究・情報センター教授として石黒圭准教授を運営会議に推薦
　（2015 年 11 月 7 日開催の運営会議で昇任決定）
（3）名誉教授候補者選考委員会（2015 年度開催なし）
名誉教授称号授与規程






















・ 委員会は 10 名以内の委員をもって組織する。委員は研究所の設置目的について理解のある学外
の学識経験者等の中から所長が委嘱する。















第 2 期中期目標・中期計画期間の研究業績及び平成 27 年度業務の実績にかかる外部評価委員会開
催状況
○平成 27 年度外部評価委員会（第 2 回）





○平成 28 年度外部評価委員会（第 1 回）

































○第 11 回所長賞：2015 年度前期（2015 年 4 月 1 日～ 2015 年 9 月 30 日）
　〈所長賞〉
・ Anna Bugaeva（言語対照研究系特任准教授）
　業績： Bugaeva, Anna. 2015. Causative constructions in Ainu: A typological perspective with 
remarks on the diachrony. STUF - Language Typology and Universals (Sprachtypologie 
Ⅴ 資　料 175







○第 12 回所長賞：2015 年度後期（2015 年 10 月 1 日～ 2016 年 3 月 31 日）
　〈特別所長賞〉
・ Prashant Pardeshi（理論・対照研究領域教授）
　業績： 著書（単著）A Functional Account of Marathi's Voice Phenomena: Passives and Causatives in 




















2015.4.1 准教授 石黒 圭 採用
2015.4.1 特任助教 船越健志 採用
2015.4.1 特任助教 藤本 灯 採用
2015.9.30 教授 ジョン・ホイットマン 辞職
2015.10.1 教授 山崎 誠 昇任 准教授より
2015.12.1 教授 石黒 圭 昇任 准教授より
2016.3.31 教授 迫田久美子 定年退職
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2016.3.31 准教授 丸山岳彦 辞職
2016.3.31 特任准教授 アンナ・ブガエワ 任期満了
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平成 28年 1 月 14日       国立国語研究所平成 27年度外部評価委員会（第 2回） 





                                            外部評価委員会 
                                            委員長 樺山 紘一 
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総 合 評 価 
 

















































































































①研究組織：専任教員８名 （教授３名，准教授２名，助教１名，特任助教２名），プロジェクト PD フェ
ロー２名を中心に，客員教員４名，非常勤研究員４名（うち新任２名），外来研究員２名，日本学術振




Hideki Kishimoto, Taro Kageyama, and Kan Sasaki “Valency classes in Japanese” を Andrej Malchukov and 
Bernard Comrie (eds.) Valency Classes in the World’s Languages, Vol. 1, pp. 765–805 （Berlin: De Gruyter 
Mouton [以下，Mouton 社と略記]，2015 年 9 月）に刊行した （「日本語レキシコン」）。








































・促音に関する国際ワークショップ GemCon 2015（2015 年 8 月 12 日，イギリス・グラスゴー）を世界
最大の音声学国際会議(ICPhS 2015）のサテライトワークショップとして企画した（参加者 18 ヶ国，
76 名；発表者 11 ヶ国，23 名）
・国際シンポジウム ICPP 2015（International Conference on Phonetics and Phonology，2015 年 9 月 25 日～
27 日）を慶應義塾大学言語文化研究所と共催し，国内外から 90 名（３日間で延べ 185 名）の参加を
得た。
・2015 年 6 月 29 日～7 月 1 日にボルドー大学で開催されたフランス音韻論ネットワーク (Réseau français 














し，研究系の研究成果を研究者コミュニティーに向けて発信した（2016 年 3 月 4 日，自治大学校）（（１）
「共同利用の推進」の欄参照）
②論文集の刊行：  















・促音に関する国際ワークショップ GemCon 2015（2015 年 8 月 12 日，イギリス・グラスゴー）を世界
最大の音声学国際会議(ICPhS 2015）のサテライトワークショップとして企画した（参加者 18 ヶ国，
76 名；発表者 11 ヶ国，23 名）
・国際シンポジウム ICPP 2015（International Conference on Phonetics and Phonology，2015 年 9 月 25 日～
27 日）を慶應義塾大学言語文化研究所と共催し，国内外から 90 名（３日間で延べ 185 名）の参加を
得た。
・2015 年 6 月 29 日～7 月 1 日にボルドー大学で開催されたフランス音韻論ネットワーク (Réseau français 














し，研究系の研究成果を研究者コミュニティーに向けて発信した（2016 年 3 月 4 日，自治大学校）（（１）
「共同利用の推進」の欄参照）
②論文集の刊行：  
・Haruo Kubozono, Kikuo Maekawa and Timothy J. Vance (eds.), Laboratory Phonology: Special issue on 
7 
 
Corpus-based approaches to the phonological analysis of speech（Mouton 社, 2015 年 10 月）
・Taro Kageyama and Hideki Kishimoto (eds.), Handbook of Japanese Lexicon and Word Formation（Mouton社,
2016年1月）




・Transitivity and Valency Alternations: Studies on Japanese and Beyond（Mouton 社，2016 年 7 月刊行予定）
・The Handbook of Japanese Contrastive Linguistics（Mouton 社，2017 年 9 月刊行予定）
・Verb-Verb Complexes in Asian Languages（Oxford University Press 社）（以上「日本語レキシコン」）
・Tonal Change and Neutralization（Mouton 社）
・The Phonetics and Phonology of Geminate Consonants（Oxford University Press, 2016 年 3 月に入稿済）
（以上「語彙の音韻特性」）
・日本語版『連濁研究ハンドブック』（出版社未定）
・Sequential Voicing in Japanese（John Benjamins 社，2016 年 6 月刊行予定）（以上「連濁事典」）。
④国内学会等での招待講演：国内の学会や研究団体に招かれて講演を行った。




探る」を開催した（2015 年 11 月 29 日，立川市歴史民俗資料館，講師高田）。
（６）若手研究者育成




③NINJAL チュートリアルの開催：「言語生活のロジスティック回帰分析入門」と題して NINJAL チュー
トリアルを開催した（2015 年 9 月 1 日，講師横山）。
④NINJAL セミナーの開催：国立台湾大学において NINJAL セミナーを実施し，プロジェクトの成果を海





































































































































































































語学が明らかにしたもの」），全体討論，及び 13 件のポスター発表（公募）を行った。参加者は 2月
13 日が 83人，14日が 93人であった。 
②各プロジェクトでは，以下の研究発表会を開催した。 
・「危機言語」：○「日本語のアスペクト・ヴォイス・格」（2015 年 8 月 21～23 日，国語研講堂，科研
費基盤(A)「消滅危機言語としての琉球諸語・八丈語」，基盤(C)「日本語の分裂自動詞性」と共催）。
発表 16件。アスペクト，ヴォイスについては琉球語を中心に，格については琉球語，本土方言の格
標識について研究発表を行った。参加者 21日 55 人，22日 59人，23日 44人。○合同シンポジウム





を使った研究発表を行った。参加者約 100 人。 
・「方言分布」：○「言語地理学フォーラム」（2015年 6 月 7 日，国語研多目的室，科研費基盤(A)「方
言分布変化の詳細解明」と共催）。発表５件。○「言語地理学フォーラム」（2015 年 9 月 27 日，国
語研多目的室，基盤(A)「方言分布変化の詳細解明」と共催）。発表 3件，及び地理学の谷謙二氏（埼
玉大学教育学部准教授）による講演を行った。 
・「現代日本語の動態」：○研究発表会（2016年 1月 24 日，国語研多目的室）。発表３件。「言語変化
の先端現象」を捉える調査２件（全国方言意識１万人 Web 調査，北海道富良野市・函館市面接調査）
の中間報告，「戦後 60 年の通時的変化」を捉える新聞語彙の分析結果の報告を行った。 







・「日本語疑問文」：○第 7回研究発表会（2015年 6月 6〜7日，大阪大学豊中キャンパス）。発表５件。
参加者 22 人。○第８回研究発表会（国際研究集会）（2015 年 12 月 19〜20 日，国語研講堂）。発表
16 件。参加者 55人。○国際ワークショップ「比較的観点から見た係り結び（International Workshop 







きるようにしたもの），2015 年 11月内部公開）。（http://hougen-corpus.ninjal.ac.jp/search/） 
・「全国方言分布調査（FPJD）調査結果」（全国 554地点，約 146,000件のデータ），2016年 3月公開）。
（http://www2.ninjal.ac.jp/hogen/dp/fpjd/fpjd_index.html） 
・「想隆社アカデミックリソースシリーズ 貴重音源コレクション 岡田コレクションⅠ」（全 165作品，
18.5時間分の SPレコードデジタル音源＋文字化テキスト），想隆社，2015年 5月有料 Web配信開始）。
（http://academic-resource.net/） 
・「岡崎調査データ」（2016年 2月公開）。（http://www2.ninjal.ac.jp/longitudinal/okazaki.html） 




・宮崎県椎葉村小崎方言調査（2015年 5 月 8～11日，参加者 6 人，話者 10 人），同村栂尾方言調査（2015









“Kakarimusubi from a Comparative Perspective”）（2015年 9月 5 日〜6日），第８回研究発表会（国際研究
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16 件。参加者 55人。○国際ワークショップ「比較的観点から見た係り結び（International Workshop 
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・「全国方言分布調査（FPJD）調査結果」（全国 554地点，約 146,000件のデータ），2016年 3月公開）。
（http://www2.ninjal.ac.jp/hogen/dp/fpjd/fpjd_index.html） 
・「想隆社アカデミックリソースシリーズ 貴重音源コレクション 岡田コレクションⅠ」（全 165作品，
18.5時間分の SPレコードデジタル音源＋文字化テキスト），想隆社，2015年 5月有料 Web配信開始）。
（http://academic-resource.net/） 
・「岡崎調査データ」（2016年 2月公開）。（http://www2.ninjal.ac.jp/longitudinal/okazaki.html） 




・宮崎県椎葉村小崎方言調査（2015年 5 月 8～11日，参加者 6 人，話者 10 人），同村栂尾方言調査（2015









“Kakarimusubi from a Comparative Perspective”）（2015年 9月 5 日〜6日），第８回研究発表会（国際研究













言簡易語彙集と文法概説－』，国立国語研究所・椎葉民俗芸能博物館共同事業報告書，2016年 3 月。 
・『「正しい日本語」ってなに？－コーパスに見る日本語のバリエーション－』国立国語研究所，2016
年3月。 
・金澤裕之・相澤正夫(編)『大正・昭和戦前期 政治・実業・文化 演説・講演集―SP 盤レコード文字
化資料―』(452 頁)，日外アソシエーツ，2015 年 4 月。（5 月に日本図書館協会の選定図書に選定さ
れた） 
・金澤裕之・田中牧郎・相澤正夫(編)『アカデミックリソースシリーズ 貴重音源コレクション 岡田
コレクションⅠ』（545 頁），想隆社，2015年 6月。オンデマンド版。 
・相澤正夫・金澤裕之(編)『SP盤演説レコードがひらく日本語研究』，299頁，笠間書院，2016年 3月。 











・ Onishi, Takuichiro (2016) Timespan comparison of dialectal distributions. Edited by 
Marie-Hélène Côté, Remco Knooihuizen and John Nerbonne, The Future of Dialects, pp.377-387, 
Berlin Language Science Press.  
・Yasuo Kumagai (2016). Developing the linguistic atlas of Japan database and advancing analysis 
of geographical distributions of dialects. Edited by Marie-Hélène Côté, Remco Knooihuizen 
and John Nerbonne, The future of dialects, pp.325-348, Berlin: Language Science Press.査
読有. 
③研究発表：代表的なものをあげる。（詳細については各プロジェクトの実績報告書参照） 
・第８回 SIDG （2015年 9月，東地中海大学，北キプロス），韓国日本言語文化学会（2015年 11月 7
日）等で「方言分布」「大規模経年調査」のメンバーが研究発表を行った。 
・木部暢子，大西拓一郎（2016）「日本方言研究会第 100回研究発表会 記念シンポジウム 方言研究の過





会，パルトピア山口，2015年 10 月 30日）。 
④編集作業：ムートン社の日本語ハンドブックの Japanese Dialectsの編集作業を進めた。 
⑤社会貢献： 
・「危機方言」では，第２回「日本の危機言語・方言サミット」（沖縄県立博物館・美術館講堂，2015
年 9月 18日，主催：文化庁，沖縄県，琉球大学，後援：国立国語研究所，一般参加者 110人）で木
部，狩俣（琉球大学）が研究発表を行なった。また，「危機的な状況にある言語・方言に関する研
究協議会」（文化庁，2015年 8月 27日），第 30回国民文化祭・かごしま 2015 シンポジウム（奄美パー
ク，2015年 11 月 13日）等で木部が発表を行った。 
・「大規模経年調査」では，統計数理研究所ともに経年調査に関するプレス・リリースを行った。新聞
やテレビで取り上げられ，NHKクローズアップ現代「“正しい”アクセント 誰が決める？～日本語
発音辞典 大改訂へ～」（2015年 10月 8 日）では，鶴岡の経年調査が取り上げられた。 
・立川市西砂学習館において出前授業「めざせ，ことば博士！ みんなの方言を調べてみよう」を行っ
た（2015年 7月 31 日，講師は朝日祥之，参加者は小中学生 19人，大人 5人）。 
 
（６）若手研究者育成 
①研究発表の機会の提供：JLVC2016（2016 年 2 月 13～14 日）ではポスター発表を公募し，13 件の若手




年 9 月）に PD・大学生８人が，島根県隠岐の島方言調査（2015 年 11 月）に PD・大学院生６人が参加
し，ベテランの研究者とチームを組んで調査を行った。 
③その他：聴覚障害の大学院生の支援のために，「日本語のアスペクト・ヴォイス・格」（2015年 8月 21
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③「通時コーパス」関係では，鎌倉時代編Ⅰ説話・随筆を平成 28 年 3月に公開し，明治・大正時代編Ⅰ
雑誌のコアデータも平成 28 年 3 月に公開した。また，江戸時代編の試作版も公開した。 
④国立情報学研究所と共同で言語資源構築における著作権処理をテーマとした公開研究会を開催した
(平成 27 年 7月 24 日，参加者 54名)，また統計数理研究所とは，言語分析における統計手法の利用に




②「通時コーパス国際シンポジウム」を平成 27年 10月 4日に開催した。 
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①2015 年 6 月 13-14 日，アイヌ語班の研究発表会（通算 5 回目）を開催し，アイヌ語班メンバー6 名が
研究発表を行った。 







動詞のデータに基づく地理類型論的なデータベースを構築し，2014年 6 月に 48言語を追加したものを




やすく解説したオンラインツール。2015年 11 月現在 12 見出しを追加し，2016年 3月末現在合計 65
見出しを公開中。2016 年 3月末現在，セッション数：22712，ユニークユーザ数：16,290，ページビュ
ー数：39,930。 
③ナロック・ハイコ，プラシャント・パルデシ，影山 太郎，赤瀬川 史朗（2015）『現代語自他対一覧表 
Excel 版』をウェブで公開（http://watp.ninjal.ac.jp/resources/)（合計 586対）した。 
 
（４）国際化 
①国際シンポジウムの開催： NINJAL 国際シンポジウム「Typology and Cognition in Motion Event 
  Descriptions」を開催し，国内外の研究者が成果を発表した（詳細は（５）を参照）。 










Prashant Pardeshi (2016).A Functional Account of Marathi's Voice Phenomenon: Passives and 






Prashant Pardeshi, Kazuyuki Kiryu, Hari Damle, Meena Ashizawa (2015) 『日本語・マラーティー
語基本動詞辞典』Pune, India: Rajhans Prakashan 
・論文 
①Prashant Pardeshi and Peter Hook. 2015. Blowing hot, hotter, and hotter yet: Temperature 
vocabulary in Marathi. In Maria Koptjevskaja-Tamm (ed.) Linguistics of Temperature [TSL 107]. 
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ェクトの理論的・応用的な研究成果―」『国語研プロジェクトレビュー NINJAL Project Review』第 6




会第 28回全国大会＠東京大学駒場 Iキャンパス，2015年 9月 26 日～27日  
・成果とりまとめ（編集）作業 
①Handbook of Japanese Contrastive Linguistics（プロジェクトメンバー数名が執筆）の編集作業を
進めている。Mouton 社から 2017年 8 月に刊行予定である。 





ホイットマン平子達也編，くろしお出版）が 2016年 3 月に刊行された。 
・成果とりまとめ（編集）作業 
①本プロジェクトリーダー，ジョン・ホイットマンが編者の 1 人となる Handbook of Japanese Historical  
Linguistics（プロジェクトメンバー数名が執筆）の編集作業を進めている。Mouton 社から 2017年 8
月に刊行予定である。 
②本プロジェクトのアイヌ語班を率いるブガエワ・アンナの編集による Handbook of the Ainu Language 
（アイヌ語班メンバーが執筆）の編集作業を進めており，Mouton 社より 2017 年 8 月に刊行予定であ
る。 
③本プロジェクト「形態統語論班」メンバーの論文を 6 本収録した，Linguistic Crossings and 
Crosslinguistics in Northeast Asia（Ekaterina Gruzdeva・Juha Janhunen 編）が現在査読中であ
る。 
④本プロジェクトリーダー，ジョン・ホイットマンが編者の 1 人となる Nominalizations as a Source of 














③2015 年 12 月 5-6 日），アイヌ語班の研究発表会（通算 6 回目）を開催し，研究発表 6 件（内，若手研
究者による発表 1件）を行った。 
④国際会議 Northeast Asia and the North Pacific as a Linguistic Area（2015.8.20-21）において，
大学院生を含む若手研究者 3 名に研究発表の機会を与えた。 
⑤国際ワークショップ Kakarimusubi from a Comparative Perspective （比較的観点から見た係り結
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①平成 24 年度から開始した異なる 12 言語の母語話者の日本語学習者コーパス（「多言語母語の日本語







































①平成 24 年度から開始した異なる 12 言語の母語話者の日本語学習者コーパス（「多言語母語の日本語






























（「多言語母語の日本語学習者横断コーパス，International Corpus of Japanese As a Second Language: 
I-JAS」を作成するためのデータ収集調査を終了した。平成 27 年度はコーパス構築のためのアノテ―
ション・ルールの検討を経て，アノテーションを開始し，日本語母語話者も含め，225名分のデータに
検索システムを付与し，音声データと共に公開する準備を整えた。このデータは平成 28年 5 月に公開
される予定である。 
i)   12 言語(20 地域)の母語話者の日本語学習者の発話・作文データ 
 ii)  国内の教室環境の学習者および自然環境の学習者の発話・作文データ 









トナム語話者などに対する調査を約 70 件行った。 
③日本語教育研究・情報センターでは，2016 年 1 月 23 日に国立国語研究所で NINJAL 国際シンポジウ
ム「現場を支える日本語教育研究 ―学ぶ・教える・評価する―」を開催した。カナダ，米国，韓国，
台湾，インドネシアなどからも教授法，習得，評価の専門家を招聘し，分科会の討議やポスター発表
を通して研究成果を発信した。この国際シンポジウムには，国内および海外からの 181 名が参加した。 
④共同研究プロジェクト「多文化共生社会における日本語教育研究」では，2015 年 9 月 3 日に国立国語
研究所で共同研究プロジェクト「危機方言」「通時コーパス」「大規模日常会話コーパス」と合同で
「『正しい日本語』って何？―コーパスに見る日本語のバリエーション―」という研究発表会を開催し，
研究成果を発表した（参加者数約 100 名）。 
⑤共同研究プロジェクト「コミュニケーションのための言語と教育の研究」では，2016 年 2 月 27 日に，
福岡市で研究発表会を開催し，日本語学習者の聴解と聴解教育に関する研究成果を発表した（参加者




















①次の論文をはじめとして，所内メンバーだけで 13 本の研究論文を発表した。 
 李在鎬, 小林典子, 今井新悟, 酒井たか子, 迫田久美子（2015）「テスト分析に基づく「SPOT」と
「J-CAT」の比較」『第二言語としての日本語の習得研究』18 号，pp.53-69． 
Kumiko Sakoda (2016) "Errors and learning strategies by learners of Japanese as a second 
language". In M. Minami (Ed.) Handbook of Japanese Applied Linguistics. pp.129-150， Mouton 社.  
野田尚史・阪上彩子・中山英治（2015）「中級日本語学習者が雑談に参加するときの聴解の問題点」The 
22st Princeton Japanese Pedagogy Forum Proceedings, pp.142-152, Princeton, NJ: Department of 
East Asian Studies, Princeton University． 




シティズンシップ―」『異文化間教育』42 号, pp.45-58． 
福永由佳（2015）「日本で生活する外国人の言語能力に関する考察」Japan Journal of Multilingualism 
and Multiculturalism，Vol. 21，The JALT Bilingualism SIG. 
②次の講演・発表をはじめとして，所内メンバーだけで 48 本の講演・発表等を行った。 
Kumiko Sakoda, 招待講演  "Corpus of learners of Japanese as a L2 among 16 countries", 
International Workshop on Advanced Learning Sciences (The 3rd IWALS)，東京外国語大学，2015
年 8 月 1 日． 
迫田久美子，招待講演「日本語指導に生かす学習者コーパス研究」，2015 年ホーチミン市日本語教育
国際シンポジウム，ベトナム・ホーチミン市統一会堂，2015 年 9 月 7 日． 
迫田久美子，招待講演「日本語教育のための学習者コーパス研究―学習者の文法・教師の文法―」，創
価大学日本語日本文化学会大会，創価大学，2015 年 11 月 13 日． 
田中真理・迫田久美子・野田尚史，パネル発表「日本語学習者コーパスにおける対話：ロールプレイ，
メール，エッセイの分析をとおして」，第 19 回ヨーロッパ日本語教育シンポジウム，ボルドーモンテ
ーニュ大学（フランス），2015 年 8 月 28 日． 
野田尚史，基調講演「日本語教育学の理論と実践をつなぐ方法」，国際シンポジウム「日本語教育学の
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野田尚史，基調講演「日本語教育学の理論と実践をつなぐ方法」，国際シンポジウム「日本語教育学の




られる日本語教育・日本学研究」，暨南大学（中国・広州），2015 年 12 月 26 日． 
野田尚史，講演「日本語教科書の過去・現在・未来」，プネー市日本語教育開始 50 周年記念セミナー,
Maharatta Chamber of Commerce, Industries, & Agriculture（インド），2015 年 12 月 19 日． 
石黒圭，基調講演「コミュニケーションの考え方」，スペイン日本語教師会第 7 回研修会，Residencia 
de Estudiantes（スペイン・マドリード），2016 年 2 月 6 日． 
石黒圭，基調講演「日本語教育の世界を表す語彙と表現―日本語教育学専攻の修士論文データベース
からわかること―」，データに基づいた日本語教育のための語彙・文法研究会公開シンポジウム，聖心
女子大学，2016 年 3 月 21 日． 
石黒圭，招待講演「話し言葉と書き言葉」，第 12 回話しことばの言語学ワークショップ，東京外国語
大学，2016 年 3 月 18 日． 
野山広ほか，ワークショップ「ウェルフェア・リングイスティクスと調査研究－現場性・実践性とい
う観点から－」，第 36 回社会言語科学会研究大会，京都教育大学，2015 年 9 月． 
Yuka Fukunaga, Public Lecture “Multilingual landscape of ‘Pakistan Street’: Language use in 
societal and political context in a Pakistani community”, University of Technology Sydney, 
Australia, 2016.2.15. 
③社会貢献として，次のセミナー・研修をはじめ，所内メンバーだけ 15 回のセミナーや研修等を行った。 
迫田久美子，「日本語の習得研究は教師にとってなぜ必要か」，日本語教育冬期集中セミナー，長沼ス
クール東京日本語学校，2015 年 12 月 23 日． 
迫田久美子，「日本語教師という仕事」，国立国語研究所職業発見プログラム，国立国語研究所，2015
年 11 月 19 日． 
野田尚史，「外国の人たちにもわかりやすい日本語」，ふくおか地域日本語の会 日本語ボランティア研
修，福岡市立中央市民センター，2016 年 3 月 12 日． 
野田尚史，「「やさしい日本語」から「ユニバーサルな日本語コミュニケーション」へ―母語話者が日
本語を使うときの問題として―」，兵庫日本語ボランティアネットワーク研修会，兵庫県立のじぎく会
館，2015 年 10 月 25 日． 
野山広，「外国人児童生徒に対する日本語教育」，2015 年度東京都教育委員会夏季教員研修，東京都教







7 月 11日 迫田久美子(国語研)「第二言語習得研究の観点からのコーパスの重要性について」 
8 月 22日 南雅彦(ｻﾝﾌﾗﾝｼｽｺ州立大学)「基礎から学べる第一言語と第二言語の習得研究の流れについ
て」 
10月 18日 李ジェホ（筑波大学）「コーパス言語学の観点からのコーパス利用について」 















































































































































言語資源研究系の教授 2 名，准教授 4 名，理論・構造研究系准教授 1 名がセンターに併任しており，
他にポスドク１名を雇用した。さらに実務担当者として派遣社員 1 名（DB 開発担当）プロジェクト非常
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⑧『日本語話し言葉コーパス』および CSJ-RDB 版の公開を継続した。平成 27 年度中の新規契約は 50件，
そのうち２件が商業利用契約であった。通算契約数は 830件。 
⑨『現代日本語書き言葉均衡コーパス』（DVD版）の公開を継続した。平成 27年度中の新規契約数は 56
件，そのうち 10件が商業利用契約であった。通算契約数は 327件。 
⑩『中納言』の新規利用申込みは，『現代日本語書き言葉均衡コーパス』が約 800 件，『日本語歴史コー
パス』は約 200 件であった。通算ではそれぞれ約 3400 件と 680件である。 
⑪『少納言』には年間で約 80 万件の検索要求があった。前年度より 5％ほど増加している。 
 
（４）国際化 











光「『国語研日本語ウェブコーパス』の検索系」言語処理学会第 22回年次大会発表論文集, P17-7, 
2016:03. 
浅原正幸「言語研究のための言語資源整備～凸最適化からの脱却～」言語処理学会第 22回年次大会
(NLP2016)チュートリアル, 2016:03.  
前川喜久雄「「総評と今後のコーパス研究の展望」コーパス合同シンポジウム「正しい日本語ってな
に？ ―コーパスに見る日本語のバリエーション―, 2015:09.  
前川喜久雄「日本語の全体像を知るために―国立国語研究所による言語資源整備―」第 7回産業日本
語シンポジウム基調講演, 2016:02. 
前川喜久雄「文法性判断の確率論的な扱いに関する覚え書き」一橋日本語教育研究, 4,  pp.1-10, 
2016:03.  
②『日本語学』（明治書院）に 2年にわたって連載してきた「コーパス活用の勘所」（全 24 回）が完結し
た。執筆者はすべてコーパス開発センターの関係者である。 
③『日本語話し言葉コーパス』および『現代日本語書き言葉均衡コーパス』を引用した研究論文のリス
トを 2015 年分まで拡張した。『日本語話し言葉コーパス』の場合，通算 853 論文のうち 65 件が 2015
年に公開されており，そのうち 56件が英文論文である。『現代日本語書き言葉均衡コーパス』の場合，
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浅原正幸「言語研究のための言語資源整備～凸最適化からの脱却～」言語処理学会第 22回年次大会
(NLP2016)チュートリアル, 2016:03.  
前川喜久雄「「総評と今後のコーパス研究の展望」コーパス合同シンポジウム「正しい日本語ってな
に？ ―コーパスに見る日本語のバリエーション―, 2015:09.  
前川喜久雄「日本語の全体像を知るために―国立国語研究所による言語資源整備―」第 7回産業日本
語シンポジウム基調講演, 2016:02. 
前川喜久雄「文法性判断の確率論的な扱いに関する覚え書き」一橋日本語教育研究, 4,  pp.1-10, 
2016:03.  
②『日本語学』（明治書院）に 2年にわたって連載してきた「コーパス活用の勘所」（全 24 回）が完結し
た。執筆者はすべてコーパス開発センターの関係者である。 
③『日本語話し言葉コーパス』および『現代日本語書き言葉均衡コーパス』を引用した研究論文のリス
トを 2015 年分まで拡張した。『日本語話し言葉コーパス』の場合，通算 853 論文のうち 65 件が 2015
年に公開されており，そのうち 56件が英文論文である。『現代日本語書き言葉均衡コーパス』の場合，





































































































































































































５）日本語研究の英文ハンドブックシリーズ（全 11 巻，Mouton社）にアイヌ語の巻を加えた全 12 巻を
編集し，順次刊行する。 
【実績】 
１）NINJAL 国際シンポジウム「文法化 : 日本語研究と類型論的研究」（平成 27年 7月 3 日～5日，参加
者延べ 300名），同「現場を支える日本語教育研究 ―学ぶ・教える・評価する―」（平成 28年 1月 23
日，参加者 181名）に加え，国際シンポジウム「Northeast Asia and the North Pacific as a Linguistic 
Area」（平成 27年 8 月 20日～21日，参加者延べ 46名），同「比較的観点から見た係り結び」（平成 27
年 9月 5 日～6日，参加者延べ 91名），同「ICPP 2015」（平成 27年 9月 25日～27 日，参加者延べ 185
名），同「通時コーパス」（平成 27年 10月 4日，参加者 81 名），国際ワークショップ GemCon 2015 （平







究者 3名を含む外来研究員 6 名を受け入れた。 
４）本年度において，平成 27 年８月にサクラメント歴史センター，平成 27年 12月にハワイ日本文化セ
ンターで在外資料の調査を継続した。平成 26 年度中に新たに発掘した資料（ハワイ大学西オアフ校）
について資料利用をめぐる協議を平成 27年５月及び 12 月に行った。 































シンポジウム及び 4 回にわたる国際シンポジウム（ワークショップ）は，延べ 900 名を超える参加者を









































シンポジウム及び 4 回にわたる国際シンポジウム（ワークショップ）は，延べ 900 名を超える参加者を


























究成果や研究方法を教授する制度である NINJAL チュートリアルを２回（平成 27 年 9 月 1 日「言語生
41 
 
活のロジスティック回帰分析入門」，千代田区，参加者 9名，平成 28年 2 月 19日～20日「言語類型論
の最新の動向‐理論研究と応用研究の接点」，那覇市，参加者 7名）開催した。 
２）若手研究者とベテラン研究者がチームを組んで調査・分析・報告を行うことにより，若手研究者に

























































































































































































































































（年３回）を定期的に発行するとともに，一般公開イベント「ニホンゴ探検 2015」（平成 27年７月 18

















































































































































            





























            


































































◎ 樺山 紘一 印刷博物館館長，東京大学名誉教授，元国立西洋美術館館長
専門：フランス中世史



















◎ 樺山 紘一 印刷博物館館長，東京大学名誉教授，元国立西洋美術館館長
専門：フランス中世史














  任期：平成 26 年 10月 1日～平成 28年 9 月 30日（2年） 
◎委員長 ○副委員長
51 
















































日本語レキシコンの音韻特性 語彙の音韻特性 窪薗晴夫 
日本語レキシコンの文法的・意味的・形態的特性 日本語レキシコン 影山太郎 





消滅危機方言の調査・保存のための総合的研究 危機方言 木部暢子 
方言の形成過程解明のための全国方言調査 方言分布 大西拓一郎 
多角的アプローチによる現代日本語の動態の解明 現代日本語の動態 相澤正夫 
日本語の大規模経年調査に関する総合的研究 大規模経年調査 井上史雄 
日本語疑問文の通時的・対照言語学的研究 日本語疑問文 金水 敏 
言語資源 
コーパスアノテーションの基礎研究 アノテーション 前川喜久雄 
通時コーパスの設計 通時コーパス 田中牧郎 









多文化共生社会における日本語教育研究 多文化共生 迫田久美子 








日本語レキシコンの音韻特性 語彙の音韻特性 窪薗晴夫 
日本語レキシコンの文法的・意味的・形態的特性 日本語レキシコン 影山太郎 





消滅危機方言の調査・保存のための総合的研究 危機方言 木部暢子 
方言の形成過程解明のための全国方言調査 方言分布 大西拓一郎 
多角的アプローチによる現代日本語の動態の解明 現代日本語の動態 相澤正夫 
日本語の大規模経年調査に関する総合的研究 大規模経年調査 井上史雄 
日本語疑問文の通時的・対照言語学的研究 日本語疑問文 金水 敏 
言語資源 
コーパスアノテーションの基礎研究 アノテーション 前川喜久雄 
通時コーパスの設計 通時コーパス 田中牧郎 









多文化共生社会における日本語教育研究 多文化共生 迫田久美子 
コミュニケーションのための言語と教育の研究 コミュニケーション 野田尚史 
国立国語研究所外部評価委員会規程 
平成２１年１０月 １日 
国 語 研 規 程 第 ７ 号




























































国立国語研究所 平成 27 年度外部評価委員会（第 2 回） 
日 時：平成 28 年 1 月 14 日（金）10：00～12：00 













国立国語研究所 平成 28 年度外部評価委員会（第 1 回） 
 
 
日 時：平成 28 年 7 月 21 日（木）15:00～17:00 
 































国立国語研究所 平成 28 年度外部評価委員会（第 1 回） 
 
 
日 時：平成 28 年 7 月 21 日（木）15:00～17:00 
 





２．平成 27 年度業務の実績に関する評価結果の確認について 
 
３．その他 
 
 
資 料 
１．国立国語研究所外部評価委員名簿 
 
２．前回議事概要（案） 
 
３．第２期中期計画期間基幹型共同研究プロジェクト評価結果一覧 
 
４．国立国語研究所平成 27年度業務の実績に関する評価の実施について 
 
５．平成 27年度「研究系・センターの研究活動」に関する評価結果（案） 
 
６．平成 27年度「組織・運営」，「管理業務」に関する評価結果（案） 
 
７．第２期中期計画期間評価シート 
 
８．外部評価委員間の議論及びコメント 
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